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こんなときは、こんな施設を使ってみよう！

大学施設を
活用する

1
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同志社人訪問

日本ハムファイターズ
片岡　篤史さんに聞く

障害学生支援ボランティア活動について

ゼミ・ぜみ おじゃまします●文学部文化学科：岸　文和ゼミ

映画にみる映像と
音楽の関係について

キャンパスニュース＆アナウンスメント

ONE PURPOSE コメンタリー

本学教員の推薦する VIDEO＆BOOK

私と「仕事」

特 集

2

25
23

15
13

11
8

同志社大学歴史資料館は、京田辺校地の自
然系等実験実習棟にある。１階は旧石器時代か
ら縄文時代までの収蔵品を年代順に展示し、２
階は生産遺跡、京都の歴史など、テーマごとに展
示している。一般公開されているが、選択科目の
「考古学」や専門科目「考古学実習」の授業にも
使用されている。展示品は文学部考古学資料室
が調査、収集した資料と、キャンパス内の遺跡か
ら出土した資料が中心で、鋤柄俊夫歴史資料館
専任講師は、「戦後の考古学史を体験できる貴
重な資料館です。とくに室町幕府の『花御所』が
今出川校地と新町校地のちょうど中間に位置し
ていたこともあり、ここから発掘された出土品は日
本の中世史を研究するうえで貴重な資料になっ
ています」と解説する。授業で展示品をデッサン
していた古賀聡さん（文化史学専攻２年次生）は、
「京田辺キャンパスの近くにも多くの遺跡があり、
実習では遺跡に出かけることが多いですね。こ
の資料館を含めて考古学を学ぶうえではとても
恵まれた環境にあります」と語る。
開館時間／月曜日～金曜日10:00～16:00

〈昼休みは除く〉

（入館無料）※夏期、冬期休暇期は閉館

COVER STORY
［ 表紙の情景 ］

21
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昨
秋
完
成
し
た「
同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」は
、
ま
ず
そ
の
広
大
な
敷
地
に
驚
か
さ
れ

る
。
丘
陵
地
を
開
い
て
造
ら
れ
た
敷
地
内
に
は
自
然

が
息
づ
き
、木
々
が
オ
ゾ
ン
を
い
っ
ぱ
い
含
ん
だ
風
を

運
ん
で
く
る
。
施
設
は
、
七
棟
の
建
物
と
五
つ
の
キ

ャ
ビ
ン
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
三
面
、グ
ラ
ウ
ン
ド
一
面
か
ら

な
り
、テ
ン
ト
が
十
張
り
立
て
ら
れ
る
キ
ャ
ン
プ
エ
リ

ア
も
有
し
て
い
る
。

J
R
北
小
松
駅
か
ら
送
迎
用
の
ワ
ゴ
ン
車
で
施
設

に
到
着
す
る
と
、中
央
の
管
理
棟「
明
鏡
館（
め
い
き

ょ
う
か
ん
）」に
入
る
。

フ
ロ
ン
ト
で
予
約
名

を
伝
え
、
利
用
施
設

の
キ
ー
を
受
け
取

る
。「
明
鏡
館
」は
、

百
六
十
人
収
容
の

大
食
堂
が
あ
り
、
回

廊
で
他
の
六
棟
と
結

ば
れ
て
い
る
。
す
ぐ

2

■
特

集
■

こ
ん
な
と
き
は
、
こ
ん
な
施
設
を
使
っ
て
み
よ
う
！

大
学
に
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
大
学
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
目
的
が
決
ま
れ
ば
、
ま
ず
キ
ャ
ン
パ
ス
で
情
報
収
集
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。
す
る

と
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
意
外
な
施
設
が
皆
さ
ん
に
開
放
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
授
業
を
受
け
る
た
め
だ
け
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
、
今
回
は
学
生
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
施
設
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た
い（
※
文
中
の
学
年
は
取
材
時
の
も
の
）。

グ
ル
ー
プ
合
宿
に
使
っ
て
み
た
い
湖
畔
の
施
設

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

後
ろ
に
礼
拝
堂
の
あ
る「
安
息
館（
あ
ん
そ
く
か
ん
）」、

左
手
に
大
小
七
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
室
を
持
つ「
革
袋
館

（
か
く
た
い
か
ん
）」が
隣
接
す
る
。
宿
泊
施
設
は
三

棟
あ
り
、「
深
山
館（
し
ん
ざ
ん
か
ん
）」「
大
沢
館（
だ

い
た
く
か
ん
）」は
洋
室
、「
漁
人
館（
り
ょ
う
じ
ん
か

ん
）」は
和
室
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
浴
室
棟
の

「
活
水
館（
か
っ
す
い
か
ん
）」が
あ
る
。
施
設
の
利
用

経
験
を
持
つ
中
山
義
基
さ
ん（
文
学
部
三
年
次
生
）

フロントで利用施設の鍵を受け取る
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人
館
」に
い
る
と
い
う
の
で
、和
室
の
様
子
を
拝
見
す

る
こ
と
に
す
る
。
和
室
は
六
人
部
屋
を
中
心
に
二
十

室
あ
り
、
最
大
百
六
十
人
が
収
容
で
き
る
。
グ
ル
ー

プ
で
利
用
す
る
に
は
や
は
り
和
室
の
方
が
和
め
る

し
、親
睦
も
深
ま
り
そ
う
だ
。
皆
さ
ん
に
施
設
の
感

想
を
聞
い
て
み
る
と
、「
僕
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
合
唱
の

練
習
に
き
て
い
る
の
で
す
が
、
宿
泊
で
き
て
し
か
も

合
唱
の
練
習
も
で
き
る
環
境
と
い
う
の
は
、な
か
な

に
同
行
し
な
が
ら
、各
施
設
を
見
て
回
る
こ
と
に
し

た
。
ま
ず
洋
室
棟
で
あ
る「
深
山
館
」に
行
く
。「
深

山
館
」は
シ
ン
グ
ル
、「
大
沢
館
」は
ツ
イ
ン
で
、
新
島

襄
の
愛
唱
句「
深
山
大
沢
、
龍
蛇
を
生
ず
」か
ら
命

名
さ
れ
た
。
室
内
は
ま
る
で
ホ
テ
ル
だ
。ソ
フ
ァ
な
ど

の
イ
ン
テ
リ
ア
が
か
も
し
出
す
雰
囲
気
は
、こ
ち
ら

の
方
が
上
質
か
も
し
れ
な
い
。
何
よ
り
も
窓
か
ら
見

え
る
景
色
が
美
し
い
。「
深
山
館
」「
漁
人
館
」両
棟
の

部
屋
の
窓
は
す
べ
て
琵
琶
湖
を
望
む
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

「
活
水
館
」は
、男
湯
、女
湯
、そ
し
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
三
浴
室
か
ら
な
る
。
浴
場
は
広
々
と
し
て
い
て
、

湯
量
た
っ
ぷ
り
の
浴
槽
に
体
を
浮
か
べ
れ
ば
一
日
の

疲
れ
も
洗
い
流
せ
そ
う
だ
。「
お
湯
の
温
度
も
バッ
チ

リ
で
す
」と
中

山
さ
ん
。「
深
山

館
」に
も
ど
る

途
中
、「
革
袋
館
」

の
セ
ミ
ナ
ー
室

を
利
用
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
の
で
、
中

の
様
子
を
拝
見

す
る
。
一
行
は

コ
ー
ル
フ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
合
唱
団
の

皆
さ
ん
で
、二
グ
ル
ー
プ
総
勢
二
十
五
人
で
合
宿
に

や
っ
て
き
て
い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
室
を
使
っ
た
議
題
は
、

間
近
に
迫
っ
た
混
声
合
唱
団
こ
ま
く
さ
と
の
合
同
コ

ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
。「
四
時
間
単
位
で
借
り
ら
れ
る

の
で
余
裕
を
持
っ
て
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
」と
好

評
だ
。マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
や
オ
ー
バ
ー
ヘッ
ド
カ
メ
ラ
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
設
備
も
揃
っ
て
い
る
。
聞
い
て
み

る
と
、コ
ー
ル
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
別
の
グ
ル
ー
プ
が「
漁

3

「漁人館」の室内

か
あ
り
ま
せ
ん
」と
、す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
様
子
。

中
山
さ
ん
が「
以
前
利
用
し
た
と
き
は
、キ
ャ
ビ
ン

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、リ
ト
リ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
な
ら
、や
っ
ぱ
り
キ
ャ
ビ

ン
で
す
よ
」と
勧
め
て
く
れ
る
の
で
、そ
ち
ら
に
行
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
明
鏡
館
」か
ら
は
歩
い
て
五

分
く
ら
い
。
林
間
の
遊
歩
道
が
足
裏
に
気
持
ち
よ
い

感
触
を
伝
え
て
く
る
。
五
棟
あ
る
キ
ャ
ビ
ン
の
う
ちキャビン外観

散策用の遊歩道

「革袋館」のセミナー室
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三
棟
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
宿
泊
し
て
い
た
の
は
法

学
研
究
会
の
四
年
次
生
た
ち
。
今
日
は
み
ん
な
で
鍋

パ
ー
テ
ィ
ー
だ
と
い
う
。
食
材
を
買
い
出
し
に
行
か
な

い
と
い
け
な
い
が
、キ
ッ
チ
ン
は
も
ち
ろ
ん
浴
室
、ト

イ
レ
が
完
備
さ
れ
て
い
る
し
、大
き
な
冷
蔵
庫
も
あ

る
の
で
心
強
い
。
寝
室
は
二
階
で
、ウ
ッ
ド
テ
ラ
ス
が

付
い
て
い
る
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
で
目
を
覚
ま
し
、テ

ラ
ス
で
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
、そ
ん
な
朝
が
迎
え
ら

れ
る
の
だ
。

夕
食
時
に
な
り
、大
食
堂
に
入
っ
て
み
る
と
、コ
ー

ル
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
夕
食
が
始
ま
っ
て
い
た
。メ
ニュ
ー

は
定
食
A（
洋
食
）。
食
事
は
、セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
が
原

則
だ
。
そ
の
分
、出
さ
れ
る
メ
ニュ
ー
は
お
値
打
ち
で
、

皆
さ
ん
の
食
も
進
ん
で
い
る
。
大
野
英
器
支
配
人
に

よ
る
と「
定
食
の
ほ
か
、フ
ラ
ン
ス
料
理
や
一
品
料
理

も
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
し
、鍋
物
も
ご
用
意
し
て

4

■
使
用
申
し
込
み
先

施
設
部
管
財
課（
新
町
校
地
　
臨
光
館
二
階
）

T
E
L

〇
七
五（
二
五
一
）三
一
六
五

F
A
X

〇
七
五（
二
五
一
）三
〇
八
一

京
田
辺
校
地
総
務
課（
京
田
辺
校
地
嗣
業
館
一
階
）

T
E
L

〇
七
七
四（
六
五
）七
〇
一
〇

F
A
X

〇
七
七
四（
六
五
）七
〇
〇
九

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

右
記
に
使
用
施
設
を
予
約
の
上
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

所
在
地：

〒
五
二
〇-

〇
五
〇
一
滋
賀
県
滋
賀
郡

志
賀
町
大
字
北
小
松
字
山
道
一
六
六

び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

今回、案内してくれた
中山　義基さん

「自然がたっぷりでゆっくりくつろげます。
一度利用するとまた来たくなります」

北
小
松�

近江�
舞子�

N

比良�

志賀�

蓬莱�

和邇�和邇IC

小野�

延
伸�

工
事
中�

志賀IC

真野IC
京都南IC

京都東IC 大津IC

JR東海道線�京都� 山科� 大津�

琵
琶
湖�

国
道
１
６
１
号
線�

Ｊ
Ｒ
湖
西
線�

湖
西�

 

道
路�

同志社びわこ�
リトリート�
センター�

N

琵
琶
湖�

国
道
１
６
１
号
線�

Ｊ
Ｒ
湖
西
線�

同志社同志社びわびわこ�
リトリート�
センター�

同志社びわこ�
リトリート�
センター�

GS北
小
松� 至

京
都�

至
大
津�

至
近
江
今
津�

■交通図� ■駅からの略図�

JR湖西線「京都」より「北小松」まで普通電車で1時間弱、
快速電車で約35分　JR湖西線「北小松」下車、北へ徒歩25分
※送迎可能（前日までに現地に直接申込）

い
ま
す
。
学
生
さ
ん
で
す
と
、ビ
ュッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
も

お
勧
め
で
す
。
た
だ
し
、こ
れ
は
三
十
名
様
以
上
で

承
っ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

最
後
に
中
山
さ
ん
は「
今
日
は
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、敷
地
内
に
は
四
つ
の
遊
歩
道
が
あ
り
、古

墳
群
や
風
車
な
ど
散
策
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
も
う

少
し
暖
か
く
な
っ
た
ら
、キ
ャ
ン
プ
の
準
備
を
し
て
訪

れ
て
み
た
い
で
す
ね
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

160人収容の大食堂

キャビン内部の
ダイニングキッチン

テントサイト横のファイアー広場
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5

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
C
D

も
同
じ
手
順
で
借
り

る
こ
と
に
な
る
が
、こ

ち
ら
も
英
語
、ド
イ
ツ

語
、フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国

語
は
も
と
よ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
語
や
ス
ワ
ヒ
リ

語
ま
で
揃
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
ほ

し
い
の
は
、ブ
ー
ス
に
は

ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
と
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ス
の

二
種
類
が
あ
る
こ
と
。
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
で
は
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
の
他
、
衛
星
放
送
を
通
し
て
B
B
C
や
C
N

N
な
ど
の
海
外
ニュ
ー
ス
や
放
送
大
学
番
組
が
視
聴

で
き
る
。
一
方
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ス
で
は
、C
D-

R
O
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
利
用
で
き
る
。C
D-

R
O
M

は
単
体
で
使
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
す
る
の
が
便
利
だ
。
画
面
か
ら
タ
イ
ト
ル
メ

ニュ
ー
を
呼
び
出
す
か
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。
こ
う
し
て
呼
び
出
し
た
デ
ー
タ
は
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
内
設
置
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
出
力

で
き
る
が
、こ
れ
は
一
枚
十
円
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
に

な
っ
て
い
る
。フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
済
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
を
持
参
す
れ
ば
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
一
部
可
能
で
、

こ
ち
ら
は
無
料
。レ
ポ
ー
ト
や
論
文
作
成
に
は
、
心

強
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
は
、
実
に
活
用
用
途
が
広
い
。
大
学
が
有

す
る
ソ
フ
ト
資
産
を
生
か
す
と
い
う
意
味
で
、
も
っ

と
利
用
し
て
ほ
し
い
。
分
か
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
、

補
助
員
が
教
え
て
く
れ
る
し
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
に
行
け
ば
学
習
目
標
に
そ
っ
た
独
自
の
利
用
法

が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

映
像
と
音
声
で
、
体
験
的
に
学
ん
で
み
た
い

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

同
志
社
大
学
に
は
、
京
田
辺
と
今
出
川
の
両
キ

ャ
ン
パ
ス
に
図
書
館
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
だ
ろ
う

が
、ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
一
階（
正
面
玄
関
よ

り
左
奥
）、
今
出
川
図
書
館
地
下
一
階
に
あ
る
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
存
在
を
知
る
人
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、実
際
に
利
用
し
た
こ
と
の
あ

る
人
と
な
る
と
さ
ら
に
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ

の
原
因
の
一
つ
は
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
何
が
で
き
る
か
知
ら
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と

考
え
、
改
め
て
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

利
用
方
法
は
、ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
も
今
出

川
図
書
館
も
同
じ
で
あ
る
。
学
生
証
を
呈
示
し
、
入

室
す
る
と
、
書
架
に
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、L
D
な
ど
が

並
ぶ
。
ビ
デ
オ
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
二
千
タ
イ
ト
ル
あ

り
、
選
ん
だ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
借
り
、ブ
ー
ス

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
と
違
っ
て
貸
し

出
し
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
の

み
の
視
聴
に
な
る
。
書
架
に
希
望
の
タ
イ
ト
ル
が
な

い
場
合
は
、
目
録
リ
ス
ト
か
ら
見
つ
け
出
す
こ
と
も

で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
図
書
館
内
の
別
の
コ
ー
ナ

ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
学
生
証
と
引
き
換
え

に
利
用
カ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
持
っ
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
視
聴
す
る
こ
と
に
な
る
。
カ

バ
ー
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
は
、映
画
な
ら
不
朽
の
名
作

か
ら
文
化
財
や
科
学
、
芸
能
、
美
術
な
ど
の
映
像
資

料
な
ど
が
あ
り
、ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
シ
ョッ
プ
で
は
借

り
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
の
が
特
長
だ
。
語
学
の
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
に
欠
か
せ
な
い
オ
ー
デ
ィ
オ
系
の
カビデオブースでテープを視聴

マルチメディア・ライブラリー館内（ラーネッド記念図書館）
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止
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
体
育
ハ
ウ
ス
１
を
利
用
す

る
団
体
は
、
起
床
後
八
時
前
後
に
施
設
を
後
に
し
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
横
の
食
堂
オ
リ
ン
ピ
ア
で
朝
食

を
と
り（
要
予
約
）、練
習
を
始
め
る
。
昼
食
を
は
さ

ん
で
再
び
練
習
に
入
り
、
夕
食
は
オ
リ
ン
ピ
ア
で
と

る
か
自
由
時
間
に
し
て
、
再
び
夜
に
体
育
ハ
ウ
ス
に

集
合
し
て
い
る
よ
う
だ
。
日
曜
日
も
予
約
さ
え
し
て

お
く
と
オ
リ
ン
ピ
ア
で
食
事
が
で
き
る
の
で
不
自
由

は
な
い
。
洗
濯
機
が
四
台
が
あ
る
の
で
、
洗
濯
の
心

配
も
い
ら
な
い
。
施
設
利
用
料
が
六
百
円（
学
外
者

は
千
二
百
円
）と
経
済
的
な
た
め
、
短
期
の
合
宿
に

ぴ
っ
た
り
の
施
設
だ
と
言
え
る
。

一
階
に
は
四
十
五
人
収
容
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
が
あ
り
、ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
付
き
の
大
画
面
テ
レ
ビ

で
練
習
や
試
合
中
の
プ
レ
ー
が
チ
ェッ
ク
で
き
、
今
後

の
練
習
や
試
合
へ
の
対
応
を
考
え
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
宿
泊
し
な
く
て

6

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
二
つ
の
体
育
ハ
ウ
ス
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
体
育
ハ
ウ
ス
１
は
短
期
合
宿
所
と

し
て
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
こ

の
施
設
は
、
体
育
系
課
外
活
動
団
体
な
ら
利
用
で

き
、
そ
の
団
体
と
合
同
合
宿
す
る
学
外
者
に
も
開

放
さ
れ
て
い
る
。
施
設
内
に
は
、
十
二
人
収
容
で
き

る
洋
室
が
二
室
、
十
四
人
と
八
人
収
容
で
き
る
和

室
が
そ
れ
ぞ
れ
六
室
、四
室
あ
る
。
浴
室
も
も
ち
ろ

ん
完
備
し
て
い
て
、
二
十
人
く
ら
い
な
ら
一
度
に
入

浴
で
き
る
広
さ
だ
。
さ
ら
に
女
子
専
用
浴
室
が
増

設
さ
れ
、
四
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
女

子
学
生
に
と
っ
て
は
朗
報
だ
。

利
用
に
あ
た
っ
て
、
館
内
で
の
喫
煙
、
飲
酒
は
禁

問
い
合
せ
先：

学
生
課
（
京
田
辺
校
地
）

ラ
ウ
ン
ジ
棟
一
階

T
E
L

〇
七
七
四
（
六
五
）
七
四
一
〇

F
A
X

〇
七
七
四
（
六
五
）
七
四
〇
九

体育ハウス1で合宿していた
体育会アーチェリー部の武本さん

体
育
系
サ
ー
ク
ル
が
利
用
で
き
る
合
宿
施
設

体
育
ハ
ウ
ス
１

も
使
用
で
き
る
た
め
、
練
習
後
に
は
必
ず
こ
こ
で
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
の
使
用
料
は
無
料
だ
。

体
育
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
春
合
宿
で
施
設
を
使

っ
て
い
た
の
で
主
務
の
武
本
泰
幸
さ
ん（
法
学
部
三

年
次
生
）に
話
を
聞
く
と「
春
合
宿
は
体
育
ハ
ウ
ス
１

を
使
う
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
は
経
済

的
で
す
し
、練
習
場
が
近
い
の
で
時
間
の
無
駄
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
同
志
社
大
学
の
射
場
は
、関
西

一
の
規
模
な
の
で
こ
こ
で
合
宿
し
な
い
手
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
語
る
。
施
設
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、合
宿
時

期
が
各
サ
ー
ク
ル
と
重
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、最

低
で
も
一
カ
月
前
に
予
約
し
て
お
か
な
い
と
希
望
通

り
の
部
屋
が
押
さ
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
そ
う
だ
。

学
友
会
登
録
任
意
団
体
で
も
利
用
で
き
る
の
で
、

合
宿
を
計
画
し
て
い
る
団
体
は
、ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ

て
み
て
ほ
し
い
。

体育ハウス1の玄関

和室（8人収容）

和室（14人収容）
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開
講
期
間
中
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

方
々
を
説
教
者（
礼
拝
）、あ
る
い
は
講
師（
講
演
会
）

と
し
て
招
き
、
人
間
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
毎
週

発
言
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

だ
。
京
田
辺
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
が
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
、
水
曜
チ

同
志
社
大
学
の
建
学
の
精
神
の
ひ
と
つ
に「
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
」が
あ
る
。
豊
か
な
知
識
を
持
つ
と

と
も
に
、
自
由
と
愛
と
、そ
し
て
個
々
の
人
格
を
重

ん
じ
、
熱
い
心
を
持
っ
て
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
そ
の
精
神
は
、
自
由
で

明
る
い
学
風
の
根
幹
を
な
し
て
き
た
。
最
後
に
、そ

う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

チ
ャ
ペ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
堂（
チ
ャ
ペ
ル
）で
、オ
ル

ガ
ン
演
奏
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、心
静
か
に
瞑
想
す

る
ひ
と
と
き
を
設
け
て
い
る
、こ
れ
が
メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ワ
ー
で
あ
る
。
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
夏
期
休
暇
期
間
お
よ
び
Ｅ
Ｖ
Ｅ
以
降
の
時
期
を
除

く
）十
三
時
か
ら
四
十
分
間
開
催
さ
れ
る
。
普
段
あ

ま
り
入
る
こ
と
が
な
い
礼
拝
堂（
チ
ャ
ペ
ル
）の
内
部

を
見
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
、
自
分
自
身
を
内

側
か
ら
見
つ
め
、
穏
や
か
な
安
ら
ぎ
を
求
め
た
い
方

に
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ワ
ー

ク
リ
ス
マ
ス

燭
火
賛
美
礼
拝

毎
年
十
二
月
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
島
記
念

講
堂
で
、ク
リ
ス
マ
ス
行
事
の
一
環
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス

燭
火
讃
美
礼
拝
が
行
わ
れ
る
。
聖
歌
隊
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
な
ど
の
本
学
サ
ー
ク
ル
、さ
ら
に
地
元
京
田
辺
市

の
合
唱
団
な
ど
も
参
加
し
て
多
彩
な
内
容
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
会
場
は
終
始
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、毎
年
多
数
の
参
加
者
を
魅
了
し
て
い
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

点
火
式

昨
年
、同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
設
置

さ
れ
た
。
十
二
月
五
日
、薄
暮
に
讃
美
歌
が
流
れ
る

な
か
、西
門
近
く
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に
飾
ら
れ
た
三
千
五

百
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
斉
に
灯
す
点
火
式

が
行
わ
れ
、他
の
建
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
あ
い
ま
っ

て
キ
ャ
ン
パ
ス
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
。
昨

年
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
毎
日
十
六
時
三
十
分

か
ら
二
十
二
時
三
十
分
ま
で
点
灯
さ
れ
た
。
今
年
度

も
同
様
の
点
火
式
が
行
わ
れ
る
予
定
な
の
で
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

建
学
の
精
神
に
触
れ
て
み
よ
う
！

同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
行
事

ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
神
学
館
礼
拝

堂
で
、そ
れ
ぞ
れ
毎
週
水
曜
日
十
時
四
十
五
分
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
毎
週
火
曜
日
に
は
神
学

館
礼
拝
堂
で
十
八
時
五
分
か
ら
火
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア

ワ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
年
三
〜
四
回
、パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
演
奏
な
ど
の
宗
教
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
主
に
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
神
学
館
礼
拝
堂
で
開
催
さ
れ
る
。
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土
井
●
オ
ー
プ
ン
戦
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
仕
上

が
り
は
順
調
の
よ
う
で
す
ね
。

片
岡
●
今
年
は
、
自
分
の
こ
と
よ
り
フ
ォ
ア
・
ザ
・

チ
ー
ム
で
す
。
投
打
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
戦
力
的

に
は
十
分
優
勝
が
狙
え
る
位
置
に
い
る
の
で
、チ
ャ

ン
ス
で
す
ね
。
高
校
、
大
学
と
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の

経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
に
入
っ
て
か
ら
は
ま
だ

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
を
制
し
た
い
で

す
ね
。
個
人
的
に
も
、
プ
ロ
に
入
っ
て
十
年
目
の
節

目
の
年
で
す
し
、
今
年
優
勝
し
な
け
れ
ば
い
つ
す
る

ん
だ
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
で
臨
み
た
い
。

土
井
●
昨
年
は
、
百
三
十
五
試
合
フ
ル
出
場
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
ね
。

片
岡
●
来
シ
ー
ズ
ン
は
、
百
四
十
試
合
と
例
年
よ
り

五
試
合
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
試
合
出
場
す

る
こ
と
が
凄
い
こ
と
な
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
私
自

身
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
に
課
さ
れ
た
最
低
限
の
義
務

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
春
季
練
習
も
そ
れ
を
目
標

に
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
そ
も
そ
も「
レ
ギ
ュ
ラ

ー
だ
か
ら
」と
い
う
甘
い
考
え
は
、
プ
ロ
で
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
後
輩
に
も
よ
く
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
は
ピ
ン
チ
で
あ
り
、
控
え
と
は
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
つ
ね
に
控
え
に
回

さ
れ
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
控
え
は
つ
ね
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

土
井
●
そ
う
い
う
意
味
で
は
、プ
ロ
と
い
う
の
は
つ
ね

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

片
岡
●
土
井
く
ん
は
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
と
聞
い
て

い
る
け
ど
、
部
室
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

同志社人訪問�

片岡　篤史さん

【1993年商学部卒業】
1969年生まれ、京都府出身。PL学園時代は、立浪選手
（現中日ドラゴンズ）や野村選手（現横浜ベイスターズ）
らとともに全国制覇を経験。同志社大学でも２年次に、
明治神宮野球大会で優勝を経験する。日本ハムファイ
ターズ入団後は、恵まれた体格とパワーで頭角を現し、
クリーンナップをまかされるとともに、選手会長やキャプ
テンを歴任。精神的支柱としてチームを引っ張る。また
1995年から東京の児童養護施設「愛隣会目黒若葉寮」
の子供たちを東京ドームでの試合観戦に招待し、シー
ズンオフには慰問活動を続けるほか、「くみやま共同作
業所」への寄付を通して出身地京都との交流も大切に
している。これらの社会活動が評価され、昨年、広く社
会活動を行ったプロ野球選手に贈られる「ゴールデン
スピリット賞」の第２回受賞者に選ばれた。

沖縄・名護球場にて
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賞
の
理
由
と
し
て
、
私
が
こ
う
し
た
活
動
を
六
年

間
続
け
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。

土
井
●
子
供
た
ち
と
の
交
流
は
、
野
球
を
す
る
う

え
で
い
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

片
岡
●
子
供
た
ち
と
の
交
流
と
い
っ
て
も
、シ
ー
ズ

ン
中
は
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、オ
フ
に
施
設

を
訪
れ
い
っ
し
ょ
に
野
球
を
楽
し
む
こ
と
く
ら
い
で

す
。
彼
ら
と
約
束
し
た
成
績
は
残
そ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
何
と
い
う
か
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ

で
、
彼
ら
の
存
在
を
感
じ
る
ん
で
す
ね
。
ま
ず
野
球

が
で
き
る
喜
び
。
成
績
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う

以
前
に
、
私
は
こ
う
し
て
大
好
き
な
野
球
が
で
き

る
、
そ
れ
だ
け
で
も
感
謝
す
べ
き
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
彼
ら

の
た
め
に
も
軽
率
な
行
動
は
決
し
て
し
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
、
私
生
活
を
律
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
プ
ロ
野
球
選
手
と
い
う
の
は
何
か
と
ス
ポ
ッ

ト
を
浴
び
る
し
、
有
名
だ
か
ら
許
さ
れ
る
と
い
う

面
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
社
会
人
と

し
て
守
る
べ
き
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
も
必
ず
プ
ロ
で
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
自
信
が

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
プ
ロ
に
な
っ
て
み
て
、「
あ
あ
学

生
野
球
と
は
違
う
。
こ
れ
が
プ
ロ
と
い
う
も
の
な
ん

だ
」と
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
厳
し

い
練
習
を
課
さ
れ
た
と
き
と
か
、
先
発
を
は
ず
さ

れ
た
と
き
で
は
な
く
、シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
毎

年
誰
か
が
球
界
を
去
っ
て
い
く
、
そ
の
後
ろ
姿
を
見

た
と
き
、「
こ
れ
が
プ
ロ
な
ん
だ
」と
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
ね
。

土
井
●
昨
年
、
顕
著
な
社
会
活
動
を
行
っ
た
プ
ロ
野

球
選
手
に
贈
ら
れ
る「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
ね
。

片
岡
●
別
に
大
そ
れ
た
こ
と
を
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
球
団
の
先
輩
だ
っ
た
金
石
昭
人
さ
ん

に
誘
わ
れ
て
、
養
護
施
設
の
子
供
た
ち
を
東
京
ド

ー
ム
に
招
待
し
、シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
施
設
を
慰
問

に
訪
ね
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
石
さ
ん
は
引
退

さ
れ
、
私
が
そ
の
活
動
を
引
き
継
い
だ
わ
け
で
す
。

正
直
に
言
い
ま
す
と
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」

の
受
賞
は
確
か
に
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
感
激
し
た
の
は
、
選
考
委
員
の
方
々
が
、
受

土
井
●
残
念
な
が
ら
、
散
ら
か
っ
て
い
ま
す
。

片
岡
●
そ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
。
私
た
ち
の
頃
は
、そ
う

い
う
面
も
と
て
も
厳
し
か
っ
た
。コ
ー
チ
が
ホ
テ
ル

マ
ン
出
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
礼
儀
か
ら
身
の

回
り
の
こ
と
ま
で
、
事
細
か
く
注
意
さ
れ
た
も
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
理
由
な
く
授
業
を
休
む
な
ん
て

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
お

陰
で
い
い
学
生
時
代
が
送
れ
た
と
今
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
部
員
も
、
二
十
七
人
と
少
な
く
、
怪
我
も

で
き
な
い
緊
張
感
の
中
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た

ね
。
プ
ロ
と
い
う
の
は
確
か
に
大
変
だ
け
ど
、
学
生

時
代
か
ら
そ
う
し
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
い
た

し
、
だ
か
ら
こ
そ
神
宮
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
だ

と
思
う
。

土
井
●
プ
ロ
に
な
る
こ
と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

片
岡
●
な
か
っ
た
で
す
ね
。
高
校
時
代
の
同
期
で

あ
る
中
日
の
立
浪
和
義
選
手
や
横
浜
の
野
村
弘
樹

選
手
が
す
で
に
プ
ロ
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
、
自
分

も
プ
ロ
野
球
へ
入
る
も
の
だ
と
決
め
て
い
た
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
彼
ら
を
基
準
に
考
え
る
と
、
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片岡さんとお会いするのは初めてでしたが、バットやボールを贈っていただくなど、野
球部は普段からお世話になっています。野球部の現状を報告すると、学生時代を振
り返りながらいろいろとアドバイスをいただきました。肩の故障で選手としての道を
断念した僕自身の話になると、「偉いね。きっと私なら退部している。ぜひ、マネージ
ャーとして頑張ってほしいね」と励ましていただきました。このまま続けると、まったく野
球ができなくなってしまう。しかし、ここで一旦選手生活を休むことによって、ひょっと
すると将来また野球ができる体に回復するかもしれない、そんな希望を残しての選
択でした。華やかなスポットライトを浴びる場でなくてもいい。地元兵庫県にもどっ
て少年野球の指導というかたちでもいいから野球を続けたい。片岡さんの言葉を借
りると、もう一度「野球ができる喜び」を味わってみたいと思っています。

野球人としてまた社会人として、自らを厳しく
律していく姿勢にプロ・スピリットを感じました。

I N T E R V I E W E R

土井慎太郎さん
【法学部法律学科】 2年次生

小学校３年生のときソフトボールを始める。中学
校、高校と野球部に所属し、野球を続けてきた。
大学でも硬式野球部に入ったが、持病の肩が悪
化。２年次からはマネージャーとして、選手たち
をバックアップする道を選ぶ。主務を助けて、練
習メニューを検討したり、合宿の手配などを行っ
ているが、全国の高校から優れた才能を発掘する
スカウト活動もやってみたいと抱負を語る。

（学年は取材時のもの）

土
井
●
プ
ロ
野
球
選
手
だ
か
ら
そ
う
し
た
活
動
に

も
脚
光
を
浴
び
た
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
ね
。

片
岡
●
そ
の
通
り
で
す
。
阪
神
大
震
災
の
被
災
者

を
励
ま
そ
う
と
寄
付
を
し
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
例

に
も
あ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
社
会
貢
献

活
動
に
関
心
を
持
ち
出
し
た
の
は
と
て
も
い
い
こ

と
で
す
。
半
面
、
華
や
か
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
だ
け

に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
面
も
あ
っ
て
、
球
団
の

後
輩
た
ち
を
誘
わ
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
社

会
活
動
の
意
義
を
知
っ
て
、
私
に
続
い
て
く
れ
る
の

で
あ
れ
ば
う
れ
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
一
流
の
プ

ロ
野
球
選
手
と
も
な
れ
ば
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
考

え
ら
れ
な
い
高
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

同
世
代
の
人
な
ら
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な

各
界
の
著
名
人
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
何
者
か
と
い
え
ば
、
野
球
が
う

ま
い
だ
け
な
の
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
誤
解
せ

ず
、か
と
い
っ
て
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、
そ
う
し
た

方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
自
分
を
高
め
て
い
け
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

土
井
●
片
岡
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
？

片
岡
●
遠
い
先
の
こ
と
は
考
え
ず
、
と
に
か
く
今

シ
ー
ズ
ン
の
優
勝
を
め
ざ
す
こ
と
で
す
。
今
は
そ
れ

以
外
の
こ
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

土
井
●
最
後
に
、
同
志
社
の
後
輩
、そ
し
て
僕
た
ち

野
球
部
の
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

片
岡
●
高
校
時
代
、
甲
子
園
で
全
国
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き「
な
ん
で
、
地
元
京
都
の
高

校
で
優
勝
を
目
指
さ
ん
か
っ
た
ん
」と
い
わ
れ
ま
し

た
。
だ
か
ら
大
学
は
、
京
都
の
大
学
で
全
国
制
覇
し

よ
う
と
同
志
社
大
学
に
進
み
ま
し
た
。
同
志
社
は

大
好
き
だ
っ
た
し
、こ
う
し
て
プ
ロ
野
球
界
に
い
て

も
、
各
界
で
活
躍
す
る
校
友
・
同
窓
が
応
援
し
て

く
れ
ま
す
。
き
っ
と
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
社
会
に
出

る
と
同
志
社
大
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
幸
せ
に
思

い
、
誇
り
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ

学
生
で
あ
る
間
は
、
両
親
に
学
費
を
出
し
て
も
ら

っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
し
、ク
ラ
ブ
活
動
を
し

て
い
る
人
な
ら
、
大
学
か
ら
部
活
動
を
補
助
し
て

も
ら
っ
て
い
る
立
場
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
別
に
も
っ
と
勉
強
を
し
な
さ
い
、
も
っ
と
練

習
に
励
み
な
さ
い
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
学
生
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

土
井
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ
ン

は
、ぜ
ひ
優
勝
し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

10
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二
〇
〇
〇
年
五
月
、
本
学
に
、
障
害
学
生
の
正
課

授
業
の
人
的
支
援
を
目
的
と
し
て
、障
害
学
生
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
発
足
し
た
。
呼
び
か
け
に
応

じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
く
れ
た
学
生
は
二
十

三
人
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
活
動
は
、
今
出
川
校
地

に
お
け
る
、
商
学
部
に
在
籍
す
る
二
人
の
聴
覚
障

害
学
生
へ
の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
支
援
で
あ
り
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
二
人
の
期
待
に
精
一
杯
応
え
る

も
の
だ
っ
た
。
本
制
度
が
発
足
し
た
き
っ
か
け
は
、聴

覚
障
害
を
持
っ
た
平
川
時
雄
君（
商
97
）か
ら
の
障
害

学
生
へ
の
授
業
補
助
の
要
望
だ
っ
た
。
入
学
当
初
、

彼
は
自
力
で
授
業
に
臨
ん
だ
も
の
の
、
大
学
で
の
授

業
は
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
広
い
教
室
に
響
く
マ
イ
ク

の
声
を
聞
き
取
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

誰
か
に
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ず

に
半
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の
後
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入

部
し
た
こ
と
で
協
力
者
が
現
れ
た
が
、
個
人
の
善
意

に
頼
っ
た
支
援
は
不
安
定
さ
を
拭
い
去
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。

つ
い
に
、
友
人
ら
と
と
も
に
、ノ
ー
ト
テ
イ
ク
に

よ
る
授
業
補
助
者
を
募
る
こ
と
を
大
学
へ
申
し
出

る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
は
そ
の
要
望
を
受
け
て
、

「
障
害
者
問
題
委
員
会
」（
委
員
長
　
井
岡
勉
文
学

部
教
授
）で
、
障
害
学
生
へ
の
新
た
な
支
援
策
を
協

議
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
制
度
が
生
ま
れ
た
。
本
制

度
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
障
害
学
生
の
自

立
支
援
と
学
生
の
支
え
合
い
を
基
本
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
制
度
の
運
用
を
行
な
う
た
め
に
、
関
係
者

に
よ
る「
障
害
学
生
支
援
連
絡
会
」が
組
識
さ
れ
、

派
遣
の
準
備
や
登
録
学
生
と
の
連
絡
調
整
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、こ
の
制
度
も
登
録
者
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
学
生
の
自
発

的
な
善
意
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

登
録
は
一
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
行
わ
れ
、そ
の
際

に
、ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
対
面
朗
読
、
代
筆
、ガ
イ
ド
ヘ

ル
プ
な
ど
支
援
で
き
る
内
容
を
申
し
出
る
。
派
遣

者
は
、
依
頼
内
容
と
時
間
割
を
も
と
に
決
め
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
代
理
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
全
員
で

補
っ
て
い
く
。
一
方
、
連
絡
会
は
、
活
動
の
質
を
高

め
る
と
と
も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
や
り
が
い

を
持
て
る
よ
う
に
、
養
成
講
座
や
活
動
報
告
会
を

実
施
し
、
さ
ら
に
、
奨
励
金
を
支
給
し
た
り
と
、
側

面
か
ら
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。ノ
ー
ト
テ
イ
ク
は
、

要
約
筆
記
と
も
い
わ
れ
る
が
、そ
の
こ
と
ば
は
、
最

近
、
広
辞
苑
に
も
掲
載
が
実
現
で
き
た
。
婦
人
ら
の

要
約
筆
記
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
そ

野
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
ら
だ
。

さ
て
、
障
害
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
た
学
生
は
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
感
想
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
何

か
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
た
濱
松
夕
子
さ

ん（
法
98
）は
、「
春
秋
を
通
し
た
経
験
で
、先
生
の
講

11

,

二
〇
〇
一
年
度
、
障
害
学
生

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
つ
い
て

主
な
活
動
は
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
対
面
朗
読
、
代
筆
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
な
ど
の
授
業
補
助
で
す
。
時
間
割
等
調

整
の
う
え
、
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は

学
生
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

,
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車
い
す
生
活
を
送
っ
て
い
る
舘
林
千
賀
子

さ
ん（
文
01
）は
、
介
助
犬「
ア
ト
ム
」の
助
け

を
借
り
て
大
学
生
活
に
臨
み
ま
す
。

介
助
犬
と
は
、
障
害
者
と
共
に
暮
ら
し
、

そ
の
日
常
活
動
を
補
佐
し
、
障
害
者
の
自

立
を
可
能
に
し
、
こ
れ
に
よ
る
障
害
者
の

自
尊
心
、
自
制
心
の
向
上
、
精
神
状
態
の
改

善
等
を
目
的
と
し
て
、
特
別
に
訓
練
さ
れ

た
犬
で
す
。

「
仕
事
中
は
む
や
み
に
声
を

か
け
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」

介
助
犬
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る

時
は
仕
事
中
と
い
う
サ
イ
ン
で
す
。
仕
事

中
は
、
使
用
者
の
指
示
に
従
い
、
吠
え
た

り
、
餌
を
食
べ
た
り
、
排
便
を
し
た
り
の
、

勝
手
な
行
動
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
む
や

み
に
触
っ
た
り
、
餌
を
与
え
た
り
す
る
と
、

気
が
散
漫
に
な
り
仕
事
に
集
中
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

義
の
く
せ
も
理
解
し
、
要
点
を
つ
か
め
る
よ
う
に
な

っ
た
」と
全
く
の
初
心
者
だ
っ
た
自
分
を
振
り
返
り
、

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。ノ
ー

ト
テ
イ
ク
の
上
達
は
知
識
よ
り
も
経
験
と
言
わ
れ

る
。
し
か
し
、人
の
話
す
ス
ピ
ー
ド
は
思
い
の
ほ
か
早

く
、
確
か
な
文
字
に
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
活
動
に
携
わ
っ
た
学
生
か
ら
異
口
同
音
に
聞
か

れ
た
こ
と
は
、「
専
門
用
語
は
他
学
部
生
に
と
っ
て
は

難
解
だ
っ
た
」「
図
の
説
明
や
、
”あ
れ
、
こ
れ
“
な

ど
の
指
示
語
で
伝
え
ら
れ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
大

変
だ
っ
た
」と
い
う
も
の
だ
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、

講
義
で
の
先
生
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
た
。

活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
学
友
の
要
望
に
応
え
た
と
い
う
充
実
感
、さ

ら
に
、
あ
る
学
生
は
、
目
的
を
ひ
と
つ
に
す
る
者
同

志
の
交
流
が
は
か
れ
、
他
学
部
の
授
業
に
触
れ
た

こ
と
に
よ
り
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
声
は
、
苦
労
を
に
じ
ま
せ

な
が
ら
も
、
前
向
き
な
響
き
と
し
て
聞
こ
え
て
き

た
。
会
沢
み
ゆ
き
さ
ん（
文
97
）や
佐
々
木
茜
さ
ん

（
法
98
）か
ら
は
、活
動
に
必
要
な
人
数
の
確
保
と
連

絡
体
制
の
整
備
が
望
ま
れ
、
今
後
の
課
題
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
制
度
が
で
き
る
以
前
か
ら
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
て
い
た
谷
口
幸

穂
さ
ん
（
文
97
）や
小
野
雅
子
さ
ん（
文
97
）は
、「
一

年
前
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
二
〇
人
以
上
の
学
生

が
支
援
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
だ
。
中
心
メ

ン
バ
ー
が
卒
業
す
る
の
で
心
配
も
あ
る
が
、
後
輩
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
」と
口
を
揃
え
、後
輩
へ
バ
ト
ン

を
渡
し
た
。

世
界
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
父
と
い
わ
れ
る
ア
レ
ッ

ク
・
デ
ィ
ク
ソ
ン（Alec
G
.D
ickson

）は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
”助
け
合
い
の
中
で
学
ぶ
“
こ
と
だ
と
い

い
、
そ
の
行
動
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
側
」か

ら「
さ
れ
る
側
」へ
の
一
方
通
行
の
も
の
で
な
く
、で

き
る
人
々
が「
必
要
と
さ
れ
る
」こ
と
に
よ
っ
て
、
自

己
を
発
見
し
、
学
び
得
る
こ
と
の
で
き
る
”
双
方

向
“
の
も
の
で
あ
る
と
意
義
づ
け
て
い
る
。

今
後
も
、こ
の
制
度
が
多
く
の
学
生
の
自
発
的
な

協
動
作
業
を
通
し
て
、そ
の
目
的
を
か
な
え
、さ
ら

に
、
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
豊
か
さ
を
高
め
る
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
学
生
課
）

12

学
生
生
活
を
介
助
犬

が
サ
ポ
ー
ト

,

,

,

,

,
『わかるみつかるできる』

（財団法人内外学生センター）

ー学生のためのボランティアガイドー

参考図書
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映
画
に
み
る

とに
つ
い
て

久
世
●
す
で
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、今
日
取
り
上
げ
る
映
画『
ポ
ー
ラ
X
』

の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

―
主
人
公
ピ
エ
ー
ル
は
、
新
進
気
鋭
の
小
説
家
。
高

名
な
外
交
官
を
父
に
持
ち
、
母
と
豪
邸
で
何
不
自

由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
結
婚
を
目
前
に
控
え
た
あ

る
日
、彼
の
前
に
異
母
姉
だ
と
名
の
る
黒
髪
の
女
性

イ
ザ
ベ
ル
が
現
れ
る
。
た
ど
た
ど
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
、

運
命
に
も
て
あ
そ
ば
れ
た
流
浪
の
半
生
。
ピ
エ
ー
ル

の
目
に
イ
ザ
ベ
ル
は
、
父
の
、そ
し
て
名
家
ヴ
ァ
ロ
ン

ド
ブ
ー
ル
家
の
薄
汚
れ
た
血
の
犠
牲
者
に
映
る
。
彼

は
裕
福
な
暮
ら
し
を
捨
て
、フ
ィ
ア
ン
セ
を
裏
切
り
、

イ
ザ
ベ
ル
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

闇
の
世
界
へ
。
貧
困
と
葛
藤
の
う
ち
に
、み
ず
か
ら

の
命
を
断
っ
て
い
く
。

『
ポ
ー
ラ
X
』は
、十
九
世
紀
の
作
家
、メ
ル
ビ
ル
の

原
作
を
映
画
化
し
た
も
の
で
す
が
、私
が
注
目
し
た

の
は
こ
の
映
画
に
お
け
る
映
像
と
音
楽
の
関
係
で

す
。
私
が
最
初
に
こ
の
作
品
を
観
た
と
き
、フ
ラ
ン
ス

の
感
覚
的
な
映
像
に
魅
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、心
の

深
い
と
こ
ろ
に
働
き
か
け
て
く
る
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

音
楽
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
考

え
て
み
る
と
、映
画
音
楽
で
も
活
躍
す
る
作
曲
家
ミ

ッ
シ
ェ
ル
・
シ
オ
ン
が「
音
楽
は
ま
ず
目
立
た
な
い
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、通
常
映
画
に
お
け
る
音
楽
は
わ
き
役
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
盤
を
聞
い
て
、
何

か
物
足
り
な
い
も
の
を
感
じ
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

し
か
し
、こ
の
作
品
で
は
、映
像
が
主
で
、音
楽
が
従

と
い
う
映
画
の
常
識
を
超
え
た
、対
等
と
も
い
え
る

関
係
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

美
学
及
芸
術
学
を
学
ぶ
岸
ゼ
ミ
は
、
毎
週
一
人
の
ゼ
ミ
生
が
研
究
発
表
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
て
み
ん
な
が
疑
問
を
投
げ
掛

け
る
質
疑
応
答
形
式
で
行
わ
れ
る
。
発
表
テ
ー
マ
は
、
演
劇
、
音
楽
、
美
術
…
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
対
象
分
野
の
広
さ
を
窺
わ

せ
る
。
そ
の
日
の
テ
ー
マ
は
一
九
九
九
年
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
出
展
さ
れ
た
レ
オ
ス
・
カ
ラ
ッ
ク
ス
監
督
作
品
『
ポ
ー
ラ
X
』

に
つ
い
て
。
問
題
と
な
る
映
像
と
音
楽
の
競
演
シ
ー
ン
を
、
ビ
デ
オ
と
音
楽
テ
ー
プ
を
駆
使
し
な
が
ら
の
発
表
と
な
っ
た
。

文
学
部
文
化
学
科

美
学
及
芸
術
学
専
攻

「
岸
　
文
和
ゼ
ミ
」三
年
次（
収
録
時
）

岸　文和
【文学部教授】

13
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さ
ん
が
初
め
て
語
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
調

べ
ま
し
た
か
？

久
世
●
共
鳴
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
評
論
は
、

確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は『
ポ
ー
ラ
X
』

に
お
け
る
音
楽
と
映
像
の
関
係
は
共
鳴
で
は
な
く

共
闘
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

岸
●
こ
こ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
先
行
研
究

と
し
て
誰
が
、ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
か
を

し
っ
か
り
紹
介
し
、従
来
の
説
で
は
不
十
分
で
あ
る
、

あ
る
い
は
間
違
っ
て
い
る
か
ら
私
は
こ
う
い
う
仮
説

を
立
て
ま
し
た
と
、
論
旨
を
明
確
に
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

戸
田
●
久
世
さ
ん
は
、『
ポ
ー
ラ
X
』に
お
け
る
音
楽

と
映
像
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、音
楽
が
先
に
あ
り
、

こ
れ
に
映
像
を
つ
け
た
と
い
う
カ
ラ
ッ
ク
ス
の
制
作

手
法
ま
で
論
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
話
が
や

や
こ
し
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岸
●
映
画
の
研
究
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
シ

ナ
リ
オ
に
つ
い
て
考
え
、
映
像
と
同
時
に
音
楽
に
つ

い
て
も
語
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
し
っ

か
り
と
し
た
見
取
り
図
を
描
い
て
あ
げ
な
い
と
、
聞

き
手
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ゼ
ミ
発
表
と

い
う
の
は
研
究
内
容
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、そ

う
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
身
に
つ
け

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
論
旨
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
議

論
の
俎
上
に
上
手
に
の
せ
ら
れ
る
よ
う
な
発
表
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

曲
は
二
つ
あ
っ
て
、
今
回
の
発
表
の
テ
ー
マ
に
し
た

の
は
そ
の
中
の
一
曲
で
す
。
ほ
か
に
も
イ
ザ
ベ
ル
の

テ
ー
マ
と
か
、
光
の
テ
ー
マ
と
か
が
あ
っ
て
、
大
切
な

場
面
で
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

岸
●
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
年
近
く
に
な
り
ま

す
が
、
発
表
の
仕
方
に
つ
い
て
何
度
も
言
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
ま
ず
前
提
が
あ
っ
て
、
次
に
問
題
提
起
が

あ
り
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
か
ら
仮
説
を
立

て
、
手
続
き
を
ふ
ん
で
立
証
す
る
。
こ
の
手
順
を
し

っ
か
り
押
さ
え
て
い
な
い
か
ら
岡
部
さ
ん
の
よ
う
な

質
問
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
あ
ら
す
じ
は
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
問
題
提
起
と
の
関
係
が
も
う
一
つ

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

孝
久
●
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は『
ポ
ー
ラ
X
』を
観

て
感
動
し
た
。
な
ぜ
感
動
し
た
か
と
い
う
の
が
問
題

提
起
で
、
結
論
は
映
像
と
音
楽
が
主
従
の
関
係
を

超
え
て
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
し
か
し
、そ
う
し
た
映
画
は
探
せ
ば
ほ
か
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

戸
田
●
そ
の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、
映
像
と
音
楽

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
語
ら
れ
て
い
て
、
当
然
久
世

岸
●
で
は
、
そ
の
シ
ー
ン
を
見
せ
て
も
ら
い
、
み
な

さ
ん
の
意
見
も
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
ビ
デ
オ
に
よ
る
問
題
シ
ー
ン
の
再
生
〉

久
世
●
こ
の
シ
ー
ン
は
六
つ
の
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
が
カ
メ
ラ
の
ア
ン
グ
ル
が
変
わ
っ
た
り
、ア
ッ

プ
か
ら
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
に
切
り
変
わ
っ
た
り
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
音
楽
が
リ
ズ
ム
を
変
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
音
楽
の
主
旋
律

は
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
が
担
当
し
、
第
二
バ
イ
オ
リ
ン

が
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
映
像
の
リ
ズ

ム
と
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
て
、
上

か
ら
の
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
、
下
か
ら
見
上
げ
る
ア

ン
グ
ル
に
切
り
替
わ
る
と
き
主
旋
律
も
転
調
し
て

い
き
ま
す
。

大
田
●
確
か
に
問
題
の
シ
ー
ン
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

だ
け
で
す
が
、ピ
エ
ー
ル
の
葛
藤
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

久
世
●
こ
の
作
品
は
、原
作
を
も
と
に
ま
ず
音
楽
が

で
き
、
音
楽
に
感
動
し
た
カ
ラ
ッ
ク
ス
が
映
像
を
つ

け
た
そ
う
で
す
。

岡
部
●
冒
頭
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、こ
の
シ
ー
ン
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
の
ど

の
部
分
に
あ
た
る
の
で
す
か
。

久
世
●
ピ
エ
ー
ル
が
す
べ
て
の
過
去
を
捨
て
、
姉
か

も
知
れ
な
い
イ
ザ
ベ
ル
と
暮
ら
す
こ
と
を
決
意
す

る
場
面
で
、
奇
岩
の
下
に
横
た
わ
る
シ
ー
ン
は
ピ
エ

ー
ル
が
闇
の
世
界
に
入
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
予
告
編
で
は
ピ
エ
ー
ル
の
顔
の
ア
ッ
プ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
本
編
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
田
●
私
は
こ
の
映
画
を
観
ま
し
た
が
、印
象
と
し

て
は
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
て
、
音
楽
は
む
し
ろ
抑

え
気
味
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
。

久
世
●
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
音
楽
が
多
用
さ
れ
て
い

る
映
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
イ
ン
と
な
る
テ
ー
マ

14
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昨
年
八
月
、コ
ン
ト
グ
ル
ー
プ「
G
地
１

（
じ
ー
ち
か
い
ち
）」が
結
成
さ
れ
た
。メ
ン
バ

ー
は
、
本
学
卒
業
生
の
大
木
智
洋
さ
ん（
一

九
九
八
年
卒
）、近
藤
真
広
さ
ん（
一
九
九
九

年
卒
）、
吉
森
健
陽
さ
ん（
二
○
○
○
年
卒
）

と
在
学
生
の
野
山
幸
俊
さ
ん（
四
年
次
生
）、

一
月
十
二
日
、
新
潟
県
妙
高
高
原
で
開

幕
し
た
ス
キ
ー
の
第
七
十
四
回
全
日
本
学
生

選
手
権
の
男
子
ス
プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー
で
、ス
キ

ー
部
の
山
田
琢
也
さ
ん（
四
年
次
生
）、服
部

正
秋
さ
ん（
三
年
次
生
）の
チ
ー
ム
が
優
勝
し

た
。
創
部
六
十
一
年
目
の
快
挙
だ
っ
た
。ス

プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー
は
、一
周
一
・
七
五
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
交
互
に
三
周
ず
つ
、延
べ
一
○
・
五

キ
ロ
を
滑
る
競
技
。「
交
互
に
滑
る
の
で
、休

ん
で
い
る
間
に
い
か
に
体
力
を
回
復
さ
せ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」と
服
部
さ
ん
。
体
力

を
温
存
し
た
山
田
・
服
部
組
は
残
り
二
周
に

入
っ
て
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
順
位
を
上
げ
、ラ
ス

ト
一
○
○
メ
ー
ト
ル
で
中
央
大
学
チ
ー
ム
を

抜
き
、歓
喜
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
を
果
た
し
た
。

藤
井
裕
久
さ
ん（
三
年
次
生
）、大
北
隼
也
さ

ん（
三
年
次
生
）の
六
人
。

「
喜
劇
研
究
会
の
活
動
は
、
卒
業
し
て
し

ま
う
と
お
し
ま
い
。
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も

寂
し
い
の
で
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
思
い
立
ち

ま
し
た
」と
、野
山
さ
ん
は
語
る
。

活
動
母
体
で
あ
る
喜
劇
研
究
会
の
E
V
E

の
ラ
イ
ブ
会
場
が「
G
地
１
」（
神
学
館
地
階

一
番
教
室
）で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、そ
の
ま

ま
グ
ル
ー
プ
名
に
な
っ
た
。
昨
年
十
一
月
に

は
、大
木
さ
ん
の
書
き
下
ろ
し
に
よ
る
コ
ン
ト

「
シ
ュ
ー
ル
が
何
だ
、ベ
タ
で
悪
い
か
」を
引
っ
さ

げ
て
、大
阪
で
ラ
イ
ブ
を
敢
行
。
吉
本
に
も

松
竹
に
も
属
さ
な
い
異
色
の
笑
い
で
十
分
な

手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
。
大
木
さ
ん
は「
僕
ら

の
狙
い
は
、ク
ス
ク
ス
笑
い
や
含
み
笑
い
で
な

く
、
単
純
明
快
な
笑
い
。
も
ち
ろ
ん
ク
オ
リ

テ
ィ
に
お
い
て
、ブ
ラ
ン
ド
に
負
け
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
」と
力
強
く
語
る
。
今
後
は
、

六
月
九
日
に
地
元
の
京
都
市
北
文
化
会
館

で
ラ
イ
ブ
を
行
う
ほ
か
、三
カ
月
サ
イ
ク
ル
の

活
動
を
予
定
し
て
い
る
。「
今
で
こ
そ
、お
笑

い
の
本
場
は
大
阪
で
す
が
、芸
能
の
本
場
は

歴
史
的
に
も
京
都
。
僕
ら
は
、大
阪
と
は
違

っ
た
京
都
発
の
笑
い
で
全
国
制
覇
を
め
ざ
し

ま
す
」と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ス
キ
ー
部
の
男
子
部
員
は
七
人
と
い
う
小

所
帯
だ
が
、「
一
人
ひ
と
り
が
目
的
意
識
を

持
っ
て
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
」と
服
部

さ
ん
は
振
り
返
る
。
密
度
の
濃
い
練
習
を
積

み
、
自
信
を
持
っ
て
競
技
に
臨
め
た
の
が
勝

因
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ス
キ
ー
全
日
本

学
生
選
手
権
で

同
大
生
チ
ー
ム

初
優
勝

京
都
発
の「
笑
い
」

を
全
国
へ
。

６
人
組
コ
ン
ト

グ
ル
ー
プ
に
注
目

「
G
地
１
」第
二
回
公
演『
ば
ぐ
』

●
六
月
九
日（
土
）京
都
市
北
文
化
会
館
　
　

創
造
活
動
室（
時
間
未
定
）

●
お
問
い
合
せ
　

〇
九
〇（
三
八
六
二
）〇
九
七
八（
藤
井
）

キャンパスニュース＆アナウンスメント

※記載されている学年は取材時のものです。
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た
め
の
第
一
歩
と
い
え
る
企
画
で
、一
九
九

九
年
に
は
海
外
公
演
実
行
委
員
会
を
発
足

さ
せ
、じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
長
岡
京
記
念
文
化
会
館
で

の
出
発
演
奏
会
、そ
し
て
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
で
の
計
三
公

演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

曲
目
は
、日
本
の
作
曲
家
で
あ
る
大
栗
裕

の「
大
阪
俗
謡
に
よ
る
幻
想
曲
」、そ
し
て
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
G
・マ
ー
ラ
ー
の「
交

響
曲
第
1
番
」を
選
び
、”日
本
に
根
づ
い
た

西
洋
音
楽
“と

”伝
統
を
汲
む
本
流
の
音

楽
“
を
対
比
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
演
奏
し

ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、私
た
ち
の

で
き
る
最
高
の
演
奏
を
す
べ
く
、例
年
の
定

期
演
奏
会
や
全
同
志
社
メ
サ
イ
ア
演
奏
会
の

あ
い
だ
を
縫
っ
て
練
習
を
こ
な
し
、来
る
べ
き

本
番
に
備
え
ま
し
た
。

日
本
で
の
出
発
演
奏
会
を
終
え
る
と
三
月

四
日
に
関
空
を
出
発
し
、ヨ
ー
ロッ
パ
で
第
一

回
目
の
演
奏
会
場
と
な
る
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
着
き
ま
し
た
。こ
こ
は
、近
代
的
な
中
に

伝
統
的
な
建
物
が
混
在
す
る
魅
力
的
な
都

市
で
し
た
。ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
日
本
と
違
い
、ア

マ
チ
ュ
ア
で
活
動
す
る
音
楽
団
体
は
少
な
く
、

練
習
会
場
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
が
な
ん

と
、ビ
ア
ホ
ー
ル
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
借
り
き
る

こ
と
が
で
き
、
営
業
が
始
ま
る
ま
で
の
お
昼

「
男
性
が
よ
か
れ
と
思
っ
た
こ
と
も
、
女

性
か
ら
み
る
と
、
本
当
は
こ
う
し
て
ほ
し
い

の
に
っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
」と
語
る

田
中
雅
子
さ
ん
は
、総
合
政
策
科
学
研
究
科

博
士
課
程（
前
期
課
程
）の
一
年
次
生
。
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
と
い
う
エッ
セ
ー

集
を
昨
年
十
二
月
、
出
版
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
帝
塚
山
大
学
卒
業
後
、
京

都
大
学
医
学
部
付
属
病
院
教
授
秘
書
、シ
ル

ク
ロ
ー
ド
博
’88「
協
会
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
」を
経

て
、
現
在
羽
衣
学
園
短
期
大
学
で
秘
書
学

概
論
、秘
書
実
務
を
教
え
る
大
学
教
員
。
一

九
九
九
年
、
神
戸
新
聞
に
エッ
セ
ー「
田
中
雅

子
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
辞
典
〜
働
く
人
に
エ

ー
ル
を
送
る
」を
連
載
。
さ
ら
に
同
新
聞
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も「
田
中
雅
子
の
世
紀
末

マ
ナ
ー
講
座
」を
連
載
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
が
サ
イ
ト
で
一
番
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
出
版
社
か
ら
声
が
か
か
り
、『
目
か

ら
ウ
ロ
コ
！
〜
こ
ん
な
男
に
女
は
弱
い
』の
発

刊
と
な
っ
た
。

個
人
的
に
は
仕
事
で
悩
む
人
向
け
の
エッ

セ
ー
を
ま
と
め
た
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
出
版

社
か
ら「
仕
事
に
悩
む
人
は
、エッ
セ
ー
を
読

ん
で
い
る
余
裕
は
な
い
で
し
ょ
う
」と
言
わ

れ
、
男
性
に
的
を
絞
り
書
く
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。「
で
も
、
私
の
ス
タ
ン
ス
は
基
本
的

に
は
同
じ
。エッ
セ
ー
を
通
し
て
、
人
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
与
え
た
い
の
で
す
」と
話
す
。
大

学
院
で
は
、”ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
な
り
う
る
か
“を
、
企
業

文
化
の
視
点
か
ら
研
究
中
。
田
中
さ
ん
は
、

「
大
学
教
員
を
続
け
て
い
く
う
え
で
礎
と
な

る
よ
う
な
論
文
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
目
を
輝
か
す
。

本
学
大
学
院
生
が

男
性
諸
君
に

エ
ー
ル
を
送
る

エ
ッ
セ
ー
集
を
出
版

,

田
中
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU
R
L

http://w
w
w
.tanakam

asako.com

※『
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！
〜
こ
ん
な
男

に
女
は
弱
い
』は
今
出
川
、
京
田
辺

両
校
地
の
書
籍
部
で
販
売
中
。

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
本
場
、ヨ
ー
ロッ
パ
で

ぜ
ひ
演
奏
会
を
！
」

こ
の
大
き
な
夢
を
実
現
す
べ
く
、私
た
ち

同
志
社
交
響
楽
団
は
全
日
程
九
日
間
に
及

ぶ
ヨ
ー
ロッ
パ
公
演
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、前
回
の
ド
イ
ツ
公
演（
一

九
九
八
年
）に
引
き
続
き
、今
後
三
年
ご
と

に
定
期
的
に
海
外
公
演
を
お
こ
な
っ
て
い
く

同
志
社
交
響
楽
団

二
〇
〇
一
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

の
時
間
帯
を
使
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
迎
え
た
、ド
イ
ツ
最
高
ク
ラ
ス
の
ホ
ー

ル「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
ザ
ー
ル
」で
の
演
奏
会
で
は
、

緊
張
の
中
に
も
す
ば
ら
し
い
響
き
に
包
ま
れ

て
演
奏
で
き
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

翌
朝
、そ
の
感
動
が
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、

バ
ス
に
て
次
の
演
奏
会
場
と
な
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
二
時
間
ほ
ど
た
ち
よ
っ
た
ザ
ル
ツ
ブ
ル

ク
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
ま
れ
た
土
地
で
あ

り
、彼
の
生
家
を
見
物
し
た
り
、「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
チ
ョコ
」を
買
い
込
ん
だ
り
す
る
団
員
も
い

ま
し
た
。
グ
ラ
ー
ツ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
は
う
っ
て

か
わ
り
、と
て
も
落
ち
着
い
た
牧
歌
的
な
雰

囲
気
を
持
っ
た
都
市
で
、古
き
よ
き
ヨ
ー
ロッ

パ
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
到

着
の
次
の
日
は
演
奏
会
場
と
な
る「
シ
ュ
テ
フ

ァ
ニ
ー
ザ
ー
ル
」で
練
習
を
お
こ
な
い
、ホ
ー
ル

の
響
き
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
迎
え
た
最
後
の
演
奏
会
の
日
に

は
、こ
の
ヨ
ー
ロッ
パ
で
の
時
が
永
遠
に
続
い
た

ら
良
い
の
に
と
、感
激
と
と
も
に
別
れ
を
惜

し
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
公
演
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
が
育
ま
れ
て
き
た
土
地
や
町
並
み
、空

気
に
直
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
何
も
の
に
も

代
え
難
い
も
の
で
す
。こ
れ
ら
す
べ
て
の
経
験

を
活
か
す
べ
く
、現
在
は
次
の
演
奏
会
で
あ

る
六
月
十
六
日（
土
）の
同
立
演
奏
会
に
向

け
て
練
習
を
重
ね
て
い
る
真
只
中
で
す
。

こ
の
ヨ
ー
ロッ
パ
公
演
を
企
画
し
、実
行
す

る
に
当
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、そ
し
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ぼ
り
、参
加
人
数
も
三
〇
〇
人
近
い
も
の
に
な

り
、そ
の
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

本
討
論
会
は
立
論
者
、質
問
者
共
に
一
年

次
生
の
み
に
限
定
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴

を
有
し
ま
す
。そ
の
趣
旨
は
、一
年
次
生
は
法

律
を
学
ん
で
間
も
な
い
の
で
、逆
に
既
存
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
解
釈
が
期
待

で
き
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。こ
の
点
は
他

の
討
論
会
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
り
、そ

れ
ゆ
え
参
加
校
を
始
め
と
す
る
他
大
学
の

方
々
か
ら
は
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
で
第
三
回
を
迎
え
る
討
論
会
も

無
事
終
了
し
、実
行
委
員
一
同
胸
を
な
で
お

ろ
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ「
若
い
」討
論
会

で
は
あ
り
ま
す
が
、参
加
校
、参
加
人
数
を

見
て
も
分
か
る
通
り
、飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、内
部
で
の
検
証
を
進
め
、本
討
論
会
が

よ
り
多
く
の
学
生
の
法
的
思
考
力
の
発
展

の
契
機
に
な
り
得
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
討
論
会
は

非
公
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方

は
次
年
度
の
第
四
回
大
会
に
足
を
運
ん
で

見
て
下
さ
い
。
な
お
本
討
論
会
の
様
子
、結

果
報
告
は
同
法
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
そ
ち
ら
の

方
に
も
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
島
襄
記
念
法
律
討
論
会
実
行
委
員
会

広
報
担
当
浅
沼
博
史（
法
学
部
二
年
次
生
）

三
月
十
日
、同
志
社
に
て
新
島
襄
記
念
法

律
討
論
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
討
論
会

は
一
九
九
五
年
度
各
大
学
間
の
交
流
、法
的

思
考
力
の
深
化
発
展
を
目
的
に
慶
応
義
塾
大

学
律
法
会
、早
稲
田
大
学
創
法
会
、そ
し
て

私
達
同
志
社
大
学
同
法
会
の
三
サ
ー
ク
ル
で

共
同
開
催
し
た
法
律
討
論
会
を
前
身
と
し
ま

す
。
一
九
九
八
年
よ
り
私
達
同
法
会
が
主
催
、

運
営
す
る
事
と
な
り
、名
称
も
新
島
襄
記
念

法
律
討
論
会
と
改
め
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

毎
年
三
月
に
行
わ
れ
、論
題
は
実
行
委
員
会

が
依
頼
し
た
先
生
に
出
題
し
て
い
た
だ
き
、ま

た
、審
査
は
出
題
者
を
始
め
と
し
た
大
学
教

授
と
検
事
、弁
護
士
と
いっ
た
実
務
家
を
審
査

員
と
し
て
お
呼
び
し
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
刑
法
の
権
威
で
も
あ
る
本
校
の
大
谷

實
教
授
に
出
題
を
依
頼
し
ま
し
た
。
参
加
は

慶
応
義
塾
、早
稲
田
、中
央
、関
西
学
院
、大

阪
、立
命
館
、神
戸
、同
志
社
の
八
大
学
に
の

第
三
回
新
島
襄

記
念
法
律
討
論
会

開
催

て
何
よ
り
私
た
ち
の
演
奏
を
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た
お
客
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、本
場
の
音
楽
文
化
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、本
場
の
ビ
ー
ル
と
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ
と
！

海
外
公
演
実
行
委
員
会
実
務
系
責
任
者
　
　

橘
　
亮
輔
（
工
学
部
三
年
次
生
）

現
代
ア
メ
リ
カ
契
約
法

ロ
バ
ー
ト
・
A
・
ヒ
ル
マ
ン
　
ほ
か
編
著

上
田
誠
一
郎
　
ほ
か
訳
　

弘
文
堂
　

四
、
八
〇
〇
円

入
門
・
経
済
学
　[

新
版]

猪
木
武
徳
　
ほ
か
編
　
　
篠
原
総
一
執
筆

有
斐
閣

二
、
七
〇
〇
円

高
等
教
育
の
変
貌
一
八
六
〇
ー
一
九
三
〇

望
田
幸
男
　
ほ
か
監
訳
　
　

昭
和
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
〇
〇
円

増
補
　
グ
ル
ー
大
使
と
日
米
外
交

ウ
ォ
ル
ド
・
H
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク
ス
著
　
　

麻
田
貞
雄
訳
　
グ
ル
ー
基
金

四
、
五
〇
〇
円

聖
教
新
聞
の
読
み
方

渡
辺
武
達
　
三
五
館
　
　
　
一
、
三
〇
〇
円

第
三
帝
国
の
音
楽

エ
リ
ッ
ク
・
リ
ー
ヴ
ィ
ー
著
　
望
田
幸
男
監
訳

名
古
屋
大
学
出
版
会
　
　
　
三
、
八
〇
〇
円

刑
事
訴
訟
法
へ
の
招
待

山
中
俊
夫
著
　
法
学
書
院
　
二
、
〇
〇
〇
円

ナ
ボ
コ
フ
　
短
編
全
集
Ⅰ

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
　
著

諫
早
勇
一
ほ
か
訳
作
品
社

三
、
八
〇
〇
円

比
較
教
育
学
の
理
論
と
方
法

ユ
ル
ゲ
ン
・
シ
ュ
リ
ー
バ
ー
編
著

松
久
玲
子
　
ほ
か
訳
　
東
信
堂

二
、
八
〇
〇
円

近
現
代
日
本
の
新
視
点

中
村
政
則
　
編
　
　
庄
司
俊
作
　
執
筆
　
　
　
　

吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
社
会

望
田
幸
男
　
ほ
か
編
　
　
大
野
節
夫
　
執
筆

文
理
閣
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
〇
〇
円

本
学
教
員
の
新
刊

（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
社
会

権
規
約
の
履
行
と
課
題

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
　
編

釜
田
泰
介
執
筆
　
現
代
人
文
社

二
、
五
〇
〇
円

シ
リ
ー
ズ
・
近
代
日
本
の
知
　
第
二
巻

近
代
日
本
の
ア
ポ
リ
ア

西
田
毅
　
編
　
晃
洋
書
房

三
、
六
〇
〇
円

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
／
オ
イ
ル
・

オ
ン
・
フ
ォ
ト
、
一
つ
の
基
本
モ
デ
ル

清
水
穣
　
著
　
ワ
コ
ウ
・
ワ
ー
ク
ス
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト

二
、
二
〇
〇
円

日
本
と
中
国
こ
と
ば
の
梯
　

佐
治
圭
三
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

佐
治
圭
三
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編

玉
村
文
郎
執
筆
く
ろ
し
お
出
版

三
、
八
〇
〇
円

経
済
成
長
と
金
融
動
機
・
利
子
・
利
潤

渡
辺
弘
著
　
晃
洋
書
房

四
、
〇
〇
〇
円

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
と
失
業
・
所
得
分
配

渡
辺
弘
著
　
晃
洋
書
房

三
、
〇
〇
〇
円

電
気
・
電
子
回
路
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム

E
M
T
P

入
門

櫛
間
良
弘
　
編
　
雨
谷
昭
弘
　
長
岡
直
人
　

馬
場
吉
弘
執
筆
　
オ
ー
ム
社

二
、
六
〇
〇
円

日
本
美
術
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

岸
文
和
ほ
か
編
　
太
田
孝
彦

佐
藤
守
弘
　
執
筆

世
界
思
想
社
　

二
、
八
〇
〇
円

判
例
経
済
刑
法
大
系
　
第
二
巻

佐
々
木
史
朗
　
編
　
　
川
崎
友
巳
　
執
筆

日
本
評
論
社
　
　
　
　
　
　
五
、
五
〇
〇
円
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大
学
は
皆
さ
ん
の
働
き
か
け
が
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、輝
き
を
増
す
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
の
キ
ャ
ン
プ
も
、積
極
的
に
同
級
生
、上

級
生
そ
し
て
教
職
員
ら
と
語
ら
い
、同
志

社
大
学
で
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
送
る

た
め
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

日
　
　
時：

四
月
二
十
八
日（
土
）

〜
二
十
九
日（
日
）一
泊
二
日

場
　
　
所：

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
滋
賀
県
滋
賀
郡
志
賀
町
北
小
松
）

募
集
人
数：

新
入
生（
学
部
生
）一
〇
〇
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

参
加
費：

九
、
〇
〇
〇
円（
宿
泊
費
、食

費
、交
通
費
他
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、各
学
部
教
員
ス
タ

ッ
フ
、在
学
生
ス
タ
ッ
フ
等
が
参
加
し
ま
す
。

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
2
0
0
1
」

申
し
込
み
方
法

募
集
期
間：

四
月
二
日（
月
）〜
十
日（
火
）

申
込
み
先：

学
生
課
窓
口

（
京
田
辺
校
地
ま
た
は
今
出
川
校
地
）

※
学
生
課
の
場
所
は
学
生
便
覧
の
窓
口

紹
介
等
を
参
照
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間：

平
日
九
時
〜
十
七
時

（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
三
十
分
休
憩
）

土
曜
日
九
時
〜
十
二
時

夜
間（
今
出
川
校
地
の
み
）

十
八
時
〜
二
十
一
時

※
参
加
決
定
者
は
四
月
十
二
日（
木
）十
時

に
両
校
地
・
学
生
課
掲
示
板
に
て
発
表
。

決
定
者
に
は
参
加
費
納
入
等
の
手
続

き
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
活
動
し
て
み
た

い
」「
先
生
や
仲
間
と
じ
っ
く
り
話
し
て
み
た

い
」「
以
前
か
ら
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
た
い
」｜
こ
ん
な
思
い
を
抱
く
人
の

た
め
に
、
学
生
課
で
は「
先
生
」「
仲
間
」「
体

験
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

Act
Together

Program

（
＠
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
四
万
十
川
で
の
リ
バ
ー
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
岡
山
県
黒
島
で
の
無
人

島
キ
ャ
ン
プ
、
信
州
で
の
ス
ノ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
本
年
度
第
一

弾
は
、「
最
後
の
清
流
」四
万
十
川
で
、
昨

年
好
評
だ
っ
た「
リ
バ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

＠
四
万
十
川
」を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は

掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期

間：

八
月
七
日（
火
）〜
十
日（
金
）

※
十
日
は
高
知
よ
さ
こ
い
祭
が
催
さ
れ
ま
す
。

（
三
泊
四
日
、
含
船
中
一
泊
）現
地
解
散

募
集
人
数：

三
十
人（
他
に
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
）

参
加
費
用：

一
万
九
千
円（
予
定
）

＠
プ
ロ
グ
ラ
ム

出
会
い
と
発
見
の
場

函
館
キ
ャ
ン
プ
に

あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
2
0
0
1
の
ご
案
内

〈
函
キ
ャ
ン
・
＠
合
同
説
明
会
〉

函
館
キ
ャ
ン
プ
と
＠
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

会
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

◆
五
月
二
十
一
日（
月
）十
七
時
〜

明
徳
館
一
番
教
室（
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

◆
五
月
二
十
二
日（
火
）十
七
時
〜

ラ
ウ
ン
ジ
棟
二
〇
一
会
議
室

（
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）

18

【
演
　
題
】『
魅
せ
る
』

〜〈
自
分
〉を
知
ら
な
い
あ
な
た
へ
〜

【
講
　
師
】藤
原
美
智
子
さ
ん

（
ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

日
　
　
時：

四
月
二
十
五
日（
水
）

十
六
時
四
十
五
分
〜

場
　
　
所：

神
学
館
チ
ャ
ペ
ル（
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

【
演
　
　
題
】和
谷
泰
扶
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
世
界（
仮
）

【
講
　
　
師
】和
谷
泰
扶
さ
ん

（
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
）

日
　
　
時：

五
月
二
十
三
日（
水
）

函
館
キ
ャ
ン
プ
は
、
同
志
社
の
創
立
者
新

島
襄
が
一
八
六
四
年
幕
禁
を
犯
し
て
脱
国

し
た
地
、
北
海
道
・
函
館
で
、”新
島
襄
の
生

き
方
を
学
び
、
同
志
社
を
見
つ
め
、
人
と
人

と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
の
な
か
、
自
己
を

省
み
よ
う
“
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
ま
す
。

参
加
者
は
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、”脱
国
の
碑
“
訪
問
、デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
自
ら
企
画
運
営
し
独
自
の
キ
ャ
ン

プ
を
作
り
上
げ
ま
す
。
過
去
の
参
加
者
か

ら
”学
生
生
活
最
高
の
思
い
出
が
で
き
た
“

”学
部
・
学
年
を
超
え
た
友
人
が
で
き
た
“

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
の「
函
キ
ャ
ン
」

に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
詳
細
は
四

月
下
旬
、掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
　
　
間：

八
月
二
十
日（
月
）〜
二
十
五
日（
土
）

（
五
泊
六
日
）現
地
解
散
予
定

場
　
　
所：

函
館
市
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
他

募
集
人
数：

男
女
各
十
五
人
　
計
三
十
人

参
加
費
用：

二
万
六
千
円（
予
定
）

ス
タ
ッ
フ：

教
職
員
三
人（
予
定
）

十
七
時
三
十
分
開
場

十
八
時
開
演

場
　
　
所：

同
志
社
大
学
会
館

（
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

※
詳
細
は
掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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考
え
た
う
え
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
育
英
会

緊
急
・
応
急
採
用
に
つ
い
て

失
職
、
破
産
、
会
社
の
倒
産
、
病
気
、
死

亡
等
ま
た
は
火
災
、風
水
害
等
に
よ
る
家
計

急
変
に
よ
り
経
済
的
困
難
が
継
続
す
る
と

見
込
ま
れ
る
者
は
緊
急（
第
一
種
）・
応
急

（
き
ぼ
う
21
）採
用
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、そ
の
事
由
が
発
生
し
た
時
か
ら
お
お

む
ね
一
年
以
内
に
限
り
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年

度
は
五
十
二
人（
二
〇
〇
一
年
二
月
現
在
）

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
二
○
○
一
年
度
春
学
期
奨
学
生
募
集

【
学
部
】日
本
育
英
会
奨
学
金

◎
出
願
期
間
　
　

﹇
京
田
辺
﹈

二
年
次
生
以
上

四
月
五
日（
木
）〜
十
日（
火
）

一
年
次
生

四
月
十
七
日（
火
）〜
十
九
日（
木
）

﹇
今
出
川
﹈四
月
五
日（
木
）〜
十
日（
火
）

【
大
学
院
】同
志
社
大
学
大
学
院
奨
学
金

日
本
育
英
会
大
学
院
奨
学
金

◎
出
願
期
間

﹇
京
田
辺
﹈四
月
五
日（
木
）〜
十
日（
火
）

﹇
今
出
川
﹈四
月
五
日（
木
）〜
十
日（
火
）

※
出
願
受
付
は
い
ず
れ
も
土
・
日
を
除
く
。

※
三
月
二
十
三
日
よ
り「
奨
学
金
出
願
の

し
お
り
」を
厚
生
課
奨
学
係
で
配
付
し
て

い
ま
す
。

■
学
費
延
納
・
分
納

◎
手
続
き
期
間
　
四
月
二
日（
月
）〜
二
十
七
日（
金
）

※
厚
生
課
奨
学
係
で
受
け
付
け
ま
す
。
学

生
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
内
に
学
費
を
納
入
で
き
な
い
人
は

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
育
英
会

き
ぼ
う
21
プ
ラ
ン
奨
学
金

九
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
奨
学

金
は
従
来
の
第
二
種
に
比
べ
、
学
力
・
家
計

基
準
と
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
国
の
有
利

子
貸
与
奨
学
金
で
二
〇
〇
〇
年
度
の
採
用

状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。
希
望
者
の
う
ち

有
資
格
者
全
員
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

採
用
人
数

（
春
期
募
集
）（
秋
期
募
集
）

学
　
部
　
一
年
次
　
四
九
○
人
　
二
四
人

二
年
次
以
上

二
○
二
人
　
一
九
人

大
学
院
　
前
期
課
程

五
五
人
　
　
三
人

合
　
計
　
　
七
四
七
人
　
四
六
人

貸
与
月
額

次
の
四
種
類
か
ら
希
望
月
額
を
選
択
す
る
。

学
　
部
　
三
・
五
・
八
・
一
○
万
円

大
学
院
　
五
・
八
・
一
○
・
一
三
万
円

学
　
　
力

標
準
的
な
成
績
で
順
調
に
単
位
を
修
得
し
、

学
業
を
修
了
し
う
る
能
力
の
あ
る
人

家
　
　
計

二
〇
〇
〇
年
度
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
家
計

学
　
部
　
家
族
年
収
約
一
、三
七
三
万
円

以
下（
父
就
労
、
母
無
職
、
本
人
　

文
系
自
宅
外
、
弟
公
立
高
校
の
　

四
人
家
族
の
場
合
）

大
学
院
　
本
人
等
年
収
約
五
九
五
万
円

以
下

今
ま
で
日
本
育
英
会
奨
学
金
の
有
資
格

者
と
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
採
用
の
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
返
済
総
額
や
必
要
性
を
十
分

19

春
学
期

奨
学
生
募
集
と

学
費
の
延
納
・
分
納

に
つ
い
て

大
学
は
、二
○
○
○
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
解
散
し
た「
同
志
社
大
学
学
生
健
康

保
険
・
組
合
」の
残
余
財
産
の
寄
付
を
受
け

て「
同
志
社
大
学
医
療
費
等
援
助
基
金
」を

創
設
し
、次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す（
科
目

等
履
修
生
、聴
講
生
、外
国
人
留
学
生
特
別

学
生
、留
学
生
別
科
生
、大
学
院
研
究
生
は

除
く
）。
不
明
な
点
は
学
生
部
厚
生
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
館
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
保
険
診
察

自
己
負
担
分
の
大
学
負
担

●
保
険
診
察
自
己
負
担
分
の
月
額
三
万
円

を
超
え
た
部
分
の
給
付

（
月
額
三
三，

六
〇
〇
円
が
給
付
上
限
）

●
歯
科
検
診
（
五
八
〇
人
）、
ヤ
ニ
検
査

（
二
四
〇
〇
人
）
等
の
事
業

医
療
費
等

援
助
基
金
に
つ
い
て

第
二
十
三
回

外
国
文
化
週
間

本
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
）は
早

稲
田
大
学
図
書
館
と
閲
覧
、複
写
、貸
借
等

に
つ
い
て
相
互
利
用
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
同
志
社
大
の
学
生
・
院

生
の
皆
さ
ん
は
学
生
証
の
提
示
に
よ
り
、早

稲
田
大
学
図
書
館（
中
央
図
書
館
・
戸
山
図

書
館
・
理
工
学
図
書
館
・
所
沢
図
書
館
）へ
の

入
館
と
資
料
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
図
書
の
個
人
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

本
学
図
書
館
に
取
り
寄
せ
て
閲
覧
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

早
稲
田
大
学

図
書
館
と
の
相
互

利
用
に
つ
い
て

二
○
○
一
年
度
テ
ー
マ

『
多
面
体
と
し
て
の
戦
争
』

春
学
期
テ
ー
マ
”争
い
の
人
間
学

H
um
an
C
ontestAspect

“

期
間：

六
月
十
一
日（
月
）〜
十
五
日（
金
）

場
所：

同
志
社
大
学（
京
田
辺
校
地
、
恵
道

館
、
知
真
館
）

対
象
者：

本
学
学
生
お
よ
び
教
職
員
、一
般

市
民
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入
場
料：

無
料

主
催：

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

●
講
演『
戦
争
と
映
画
』

高
木
　
繁
光（
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
助
教
授
）

日
時：

六
月
十
一
日（
月
）十
三
時
十
五
分
〜

●
映
画『
ひ
ま
わ
り
』

司
会：

Terry
O
C
H
S

（
言
語
文
化
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

日
時：

六
月
十
一
日（
月
）十
四
時
十
五
分
〜

●
映
画『
赤
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』

司
会：

山
田
　
眞
實（
言
語
文
化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
）

日
時：

六
月
十
二
日（
火
）十
三
時
十
五
分
〜

●
映
画『
マ
ー
ズ
・
ア
タ
ッ
ク
』

司
会：

遠
藤
　
徹（
言
語
文
化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

日
時：

六
月
十
三
日（
水
）十
三
時
十
五
分
〜

●
映
画『
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
』

司
会：

玉
井
　
史
絵（
言
語
文
化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
専
任
講
師
）

日
時：

六
月
十
四
日（
木
）十
三
時
十
五
分
〜

●
映
画『
新
し
い
神
様
』

司
会：

東
　
宏
治（
言
語
文
化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
）

日
時：

六
月
十
五
日（
金
）十
三
時
十
五
分
〜

●
二
○
○
一
年
三
月
三
十
一
日
付
で
次
の

先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
　
裕
二

玉
村
　
文
郎

辻
村

一
郎

佐
藤
　
卓
己

君
村

昌

野
間
　
俊
威

渡
辺
　
　
弘

小
堀
　
　
至

棚
橋
　
祐
治

工
藤
　
弘
志

山
下
　
隆
之

姫
野
　
有
三

●
金
丸
　
輝
雄

法
学
部
教
授
は
、

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。

退
職
教
員
紹
介

神
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
助
教
授

法
学
部
教
授

経
済
学
部
教
授

経
済
学
部
教
授

工
学
部
教
授

総
合
政
策
科
学
研
究
科

お
よ
び
法
学
部
教
授

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

助
教
授

工
学
部
実
験
実
習
セ
ン
タ
ー

実
験
講
師

工
学
部
実
験
実
習
セ
ン
タ
ー

実
験
講
師

新
任
教
員
紹
介

●
今
年
度
新
た
に
八
人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
す
。

①
所
属（
学
科
）
②
職
名
③
最
終
学
歴
④
主
な
担
当
科
目

櫻井利江

（さくらい としえ）

①
法（
法
律
）②
教
授
③
東
京
都
立
大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科
④
国
際
法
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ
他岡正憲

（たかおか まさのり）

①
工（
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
）②
助
教
授
③
京
都
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
④
物
理
学
Ⅰ
・
Ⅱ
他星　英仁

（ほし ひでひと）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
②
専
任
講
師

③G
raduate.Program

,D
epartm

entofLinguistics,

U
niversity

ofCaliforna,Irvine

④
英
語

Barbara B.Zikmund

（バーバラＢジックモンド）

①
ア
メ
リ
カ
研
究
科
②
教
授
③D

u
ke

大
学
大
学

院
④
英
語

石井久雄

（いしい ひさお）

①
文（
文
化
）②
教
授
③
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
④
日
本
文
学
基
礎
演
習
他

立木茂雄

（たつき しげお）

①
文（
社
会
）②
教
授
③
ト
ロ
ン
ト
大
学
社
会
福
祉

大
学
院
④
社
会
学
概
論
他

竹内長武

（たけうち おさむ）

①
文（
社
会
）②
教
授
③
大
阪
教
育
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
④
新
聞
学
実
習
Ⅰ
他

寺井基博

（てらい もとひろ）

①
文（
社
会
）②
専
任
講
師
③
同
志
社
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
④
産
業
関
係
基
礎
論
他
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私
は
な
が
ら
く
学
校
で
は「
真
理
」を
学
ぶ
、
日

常
出
く
わ
す
疑
問
に
は
必
ず
正
し
い
答
え
が
あ
り
、

そ
れ
を
見
つ
け
る
為
に
知
識
を
身
に
付
け
る
の
だ

と
確
信
し
て
い
た
。
私
は
小
学
校（
実
は
当
時
の
国

民
学
校
）の
頃
、教
室
で
質
問
す
る
の
は
先
生
で
、先

生
の
質
問
に
は
必
ず
一
つ
だ
け
正
し
い
答
え
が
あ

る
。
生
徒
は
そ
の
答
え
を
な
る
べ
く
早
く
見
つ
け
る
。

早
く
手
を
挙
げ
て
、
先
生
が
期
待
し
て
い
る
答
え
を

出
す
の
が
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
た
。

高
校
頃
ま
で
、
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
正
し

く
、先
生
の
考
え
方
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
。

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、「
正
解
は
こ
れ
で
す
」と

い
っ
て
も
ら
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
高
三
の
頃
か
ら
初

め
て「
一
方
通
行
の
教
育
」に
、不
満
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
学
生
に
な
る
と
書
物
や
知
識
人
達
を

通
じ
て
、人
間
の
社
会（
宗
教
、文
化
、経
済
、政
治
）

は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、自
然
界
の
色
々
な
も
の
も
、

あ
る
見
方
を
す
れ
ば
こ
う
見
え
る
、
違
っ
た
見
方
だ

と
こ
う
だ
と
学
ぶ
機
会
が
出
来
た
。

ゆ
っ
く
り
と
思
索
す
る
こ
と
を
覚
え
、
答
え
の
な

い
も
の
、ま
だ
答
え
の
分
ら
な
い
も
の
が
沢
山
あ
る

こ
と
が
分
る
様
に
な
っ
た
。
人
間
の
社
会
も
、
わ
れ

わ
れ
を
取
り
巻
く
自
然
も
、マ
ニュ
ア
ル
や
、い
わ
ゆ

る
教
養
書
式
に
は
動
か
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
し
か

し
自
分
は
な
お
教
室
で
は
引
っ
込
み
思
案
で
、
受
け

身
な
性
格
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
他
人
の
話
を
良

く
聞
い
て
、情
報
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
込
も
う
と

す
る
の
だ
が
、
積
極
的
に
自
己
の
主
張
を
伝
え
、
自

説
を
売
り
込
む
よ
う
な
図
太
さ
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
発
言
し
て
も
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
や
ろ
う

と
い
っ
た
厚
か
ま
し
さ
は
な
か
っ
た
。

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
到
着
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
研
究
」

と
言
う
コ
ー
ス
を
と
る
様
に
告
げ
ら
れ
た
。
三
回
生

で
あ
り
な
が
ら
、
二
回
生
の
必
修
科
目
を
一
年
間

続
け
ろ
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
全
米

最
初
に
ア
ー
モ
ス
ト
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、「
ア
メ
リ
カ

文
明
の
問
題
点
」と
い
う
副
題
が
付
い
て
い
た
。
し

か
し
こ
の
コ
ー
ス
が
強
調
し
た
の
は
、
賛
否
両
論
、
保

革
両
派
等
で
分
析
に
違
い
の
出
る
歴
史
の
流
れ
の

「
問
題
点
」を
学
び
、
自
己
の
論
拠
を
明
確
に
す
る

と
共
に
、納
得
の
行
く
知
的
な
主
張
を
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
複
雑
多
重
な
現
実
を
分
析
し
、
対
応
能
力

と
決
断
力
を
育
も
う
と
す
る
教
育
で
あ
っ
た
。

①
訝
る
こ
と
、
疑
問
を
挟
む
こ
と
、
謎
解
き
に
知
的

な
刺
激
を
感
じ
、
凝
固
し
た「
正
論
」に
挑
む
。

②
社
会
の
殆
ど
総
て
の
現
象
に
つ
い
て
は
、い
つ
の
世

に
も
分
析
や
判
断
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

各
々
個
人
が
知
性
に
頼
り
論
理
的
に
分
析
し
て
、

「
真
理
」を
究
め
る
努
力
を
重
ね
る
し
か
な
い
。

③
そ
の
た
め
に
知
識
人
が
資
料
を
い
か
に
使
い
、
ど

の
様
な
方
法
で
論
拠
を
固
め
、
自
己
の
主
張
に
説

得
力
を
与
え
る
か
。
こ
れ
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

「
積
極
的
に
」討
論
し
た
り
、
議
論
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
議
論
し
て
相
手
の
気
持
ち
を
損
ね

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
分
を
売
り
込
ん
だ
り
、
自

説
に
他
人
を
引
き
込
ん
だ
り
出
来
る
様
に
も
な
っ

た
。
大
学
院
へ
行
っ
た
後
に
は
、
大
学
教
育
に
携
わ

る
こ
と
に
も
な
っ
て
、こ
れ
が
役
に
た
っ
た
。

私
が
学
生
だ
っ
た
頃
か
ら
、
同
志
社
の
明
徳
館
中

央
入
口
右
側
を
少
々
見
上
げ
る
と
、
格
調
高
く
ラ

テ
ン
語
で
、「
真
理
は
汝
を
自
由
に
す
る
」と
言
う
標

語
が
掲
げ
て
あ
る
。

金 田
か ね だ

弘 光
ひ ろ み つ

アメリカ研究科教授
１９３４年生まれ。同志社大学経済学部卒

業。アーモスト大学卒業。スタンフォード大

学大学院博士課程修了。Ｐｈ．Ｄ．Ｍ．Ａ．。

専門は開発経済。カリフォルニア大学（デ

ービス校）経済学部教授、イエール大学経

済成長研究所客員教授、世界銀行開発経

済局上級エコノミスト、アジア経済研究所

客員フェローなどを歴任。

私
は
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
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ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
試
み

古
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、昨
年
度
の
秋
学
期
は
じ

め（
二
〇
〇
〇
年
十
月
）の
二
週
間
、今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
心
に
あ
る
明
徳
館
一
階
ラ
ウ
ン
ジ
が
少
し

風
変
わ
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。
普
段
は
椅
子
が
お
い
て
あ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
昼
休
み
な
ど
に
休
憩
す
る
場
所
な
の
で
す
が
、こ

の
時
期
に
は
、
壁
に
ア
ジ
ア
の
風
景
の
写
真
が
一
面

に
貼
っ
て
あ
っ
た
り
、
奥
で
は
音
楽
と
映
像
の
洪
水

状
態
だ
っ
た
り
、
中
心
に
は
天
井
か
ら
吊
る
し
た
カ

ー
テ
ン
が
つ
く
る
小
部
屋
が
あ
っ
た
り
…
と
い
う
ア
ー

ト
空
間
に
変
わ
り
ま
し
た
。

実
は
、こ
れ
は
、
私
の
文
化
経
済
ゼ
ミ
の
学
生
が

仕
掛
け
た
ア
ー
ト
企
画
展
で
し
た
。「
な
ぜ
経
済
学
部

の
ゼ
ミ
が
ア
ー
ト
な
の
？
」と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
趣
旨
と
し
て
は
、①
作
品
発
表
の
場
が
少

な
い
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
達
に
無
料
で
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
し
た
い
、
②
作
品
を
大
学
の
日
常
に
持
っ
て
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
る
人

が
増
え
て
欲
し
い
、そ
し
て
こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
現
代

ア
ー
ト
を
取
り
巻
く
経
済
的
状
況
の
改
善
に
少
し

で
も
貢
献
し
た
い
、と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
学
の
協
力
で
、天
井
が
高
く
立
地
条
件
の
よ
い

場
所
を
借
り
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
が
、展
覧
会
の

開
始
に
溯
る
こ
と
半
年
前
。
そ
れ
か
ら
、
作
家
の
選

定
と
交
渉
、ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
制
作
、作
品
の
搬

入
な
ど
、全
て
ゼ
ミ
生
の
手
作
り
で
行
い
ま
し
た
。
会

期
中
は
、朝
九
時
か
ら
夜
十
時
近
く
ま
で
開
け
て
い

た
た
め
、特
に
中
心
に
な
っ
た
学
生
は
、ほ
と
ん
ど
明

徳
館
ラ
ウ
ン
ジ
で「
暮
ら
し
て
い
た
」ほ
ど
で
す
。

さ
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、い
ろ
い
ろ
と
面

白
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
私
が
興
味
深
く
思

っ
た
の
は
、「
鑑
賞
者
開
発
」が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
来

の
趣
旨
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、企
画
展
の
会
期
最

初
は
、か
え
っ
て
皆
さ
ん
が
ラ
ウ
ン
ジ
に
入
り
に
く
く

感
じ
て
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
事
実
で
す
。ラ

ウ
ン
ジ
と
し
て
の
機
能
は
そ
の
ま
ま
で
ア
ー
ト
が
加

わ
っ
た
だ
け
、と
思
う
の
は
私
た
ち
関
係
者
で
、普
通

の
学
生
や
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、ア
ー
ト
が

居
心
地
の
悪
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

シ
ョッ
ク
で
し
た
。ア
ー
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
重
要

だ
、な
ど
と
授
業
や
講
演
で
話
す
こ
と
は
よ
く
あ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
を
実
施
す
る
側
に
ま
わ
っ
て
み
る

と
、い
か
に
難
し
い
こ
と
か
！

と
は
い
う
も
の
の
、会
期
中
頃
か
ら
は
展
覧
会
が

次
第
に
定
着
し
、人
々
が
自
然
に
素
直
に
ア
ー
ト
空

間
を
楽
し
ん
で
い
る
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

同
時
に
、じ
っ
く
り
と
作
品
を
見
る
人
や
、コ
メ
ン
ト

を
残
し
て
い
く
人
な
ど
も
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
今
度
は
、「
ア
ー
ト
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

っ
た
の
は
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
持

続
さ
せ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
」と
い
う
疑
問
が
私
た

ち
に
湧
い
て
き
ま
し
た
。
強
い
興
味
を
持
っ
た
人
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
自
分
で
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、大
部
分
の
人
は
、そ
こ
ま
で
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
育
ち
か
け
た
ア

ー
ト
へ
の
興
味
に
、
私
た
ち
が
応
え
る
こ
と
な
く
逃

げ
て
し
ま
う
の
は
、か
え
っ
て
残
酷
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
も
の
の
、
私
の
研
究
に
と
っ
て
は
考

え
込
ま
さ
れ
る
二
週
間
で
し
た
。

河 島
か わ し ま
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る
の
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
が
、
日
本
企
業
と
の
競

争
に
負
け
つ
つ
あ
る
現
実
に
目
を
向
け
よ
う
と
努
力
す
る
姿

勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。
ま
た
、
工
場
で
の

作
業
を
撮
影
し
た
場
面
で
は
当
時
既
に
日
本
で
は
ロ
ボ
ッ
ト

が
行
っ
て
い
た
作
業
を
人
間
が
行
っ
て
い
た
り
な
ど
、
日
米

の
自
動
車
工
場
の
様
子
の
違
い
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
た
ち
は
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
働
く
の
か
、
こ
の

作
品
を
見
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
る
の
も
一
興
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

「
米
国
自
動
車
工
場
」再
建
の
物
語

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
は
、
ご
存
じ
の
よ

う
に
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
日
本
の
経
済
は

停
滞
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
も

例
外
で
は
な
く
、
十
一
社
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
う
ち
、

外
国
資
本
の
入
っ
て
い
な
い
企
業
は
ト
ヨ
タ
系
企
業
と
ホ
ン

ダ
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
傘
下
に
入
っ
た
マ
ツ
ダ
、

ル
ノ
ー
と
提
携
し
た
日
産
、
そ
し
て
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
に
支
援
を
仰
い
だ
三
菱
自
動
車
に
は
そ
れ
ぞ
れ
外
国
人

の
経
営
者
が
送
り
込
ま
れ
、
経
営
再
建
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
十
年
前
の
一
九
八
〇
年
代
は
現
在
と
は
全

く
逆
で
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
米
国
市
場
を
主
戦
場

と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
国
際
小
型
車
戦
争
で
主
導
権
を
握

っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
車
の
高
い
品
質
と
性
能
、
そ
し
て
ト

ヨ
タ
の
「
か
ん
ば
ん
方
式
」
に
代
表
さ
れ
る
日
本
企
業
の
効

率
的
な
生
産
方
式
は
、
欧
米
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て

圧
倒
的
な
優
位
性
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
そ
ん
な
時
代
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車

生
産
工
場
の
物
語
で
す
。
業
績
が
悪
化
し
た
た
め
工
場
の
閉

鎖
が
決
定
さ
れ
、
住
民
た
ち
は
代
わ
り
に
日
本
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
を
町
に
誘
致
し
て
工
場
の
再
建
を
は
か
ろ
う
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
会
社
第
一
主
義
の
日
本
人
管
理
職
た
ち
が
個

人
主
義
の
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
を
訓
練
・
教
化
し
よ
う
と
す

る
過
程
は
様
々
な
軋
轢
、
摩
擦
、
抗
争
が
生
じ
、
こ
の
作
品

で
そ
の
様
子
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
て
い
ま
す
（
さ
ら
に
作
品

中
に
は
、
日
本
の
会
社
員
の
「
地
獄
の
特
訓
」
や
素
っ
裸
で

川
で
冷
水
浴
す
る
場
面
な
ど
、
色
々
な
意
味
で
日
本
に
つ
い

て
の
名
場
面
と
迷
場
面
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
）。
し
か
し
、

こ
の
作
品
は
単
な
る
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
で
は
な
く
、
日
本

人
の
働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
身
に
つ
ま
さ
れ
る
場
面
が
多
々
あ
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物
質
と
生
命
に
つ
い
て
考
え
よ
う
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本学教員の推薦する

昨
年
の
六
月
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
全
て
解
読
さ
れ
た
。こ
の
事
実

に
よ
っ
て
、科
学
、医
学
、経
済
を
含
め
た
世
の
中
の
流
れ
が
ポ

ス
ト
ゲ
ノ
ム
へ
と
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、ク
ロ
ー
ン
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、数
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
で
ク
ロ
ー
ン
羊
の
ド
リ

ー
が
生
ま
れ
、イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、研
究
に
限
っ
て
で
は
あ
る

が
、ク
ロ
ー
ン
人
間
が
許
可
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
二
十
世
紀
の
最
後

に
来
て
、分
子
生
物
学
が
人
間
を
研
究
対
象
に
し
始
め
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
は
、間
違
い
な
く
、分
子
生
物
学
と
人
間
と
が
は

っ
き
り
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
と
い
え

る
。
そ
こ
で
、私
は
、学
生
の
頃
に
読
ん
だ「
偶
然
と
必
然
」と
い

う
本
を
紹
介
し
た
い
。こ
の
本
は
、一
九
七
〇
年
に
、当
代
最
高

峰
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
分
子
生
物
学
者
で
あ
る
ジ
ャッ
ク
・モ
ノ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
人
）に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
本
の
中

で
、著
者
は
、生
命
が
物
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、そ
の

事
実
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、分
子
生
物
学
に
限
ら
ず
、人
類
の
過
去

か
ら
現
在
ま
で
の
思
想
、哲
学
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。こ
の

本
が
出
版
さ
れ
て
、数
時
日
の
内
に
数
十
万
部
が
売
れ
た
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
、そ
の
内
容
は
、ヘ
ー
ゲ
ル
、マ
ル
ク
ス
、ベ
ル
ク
ソ
ン
、

テ
イ
ヤ
ー
ル
な
ど
の
思
想
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、思
想
界
か
ら
多

く
の
批
判
を
浴
び
た
と
さ
れ
て
い
る
。
私
の
浅
学
の
た
め
に
、思

想
・
哲
学
の
記
述
に
つ
い
て
は
そ
の
詮
議
の
程
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、ジ
ャッ
ク
・モ
ノ
ー
の
専
門
で
あ
る
分
子
生
物
学
の
記
述
は

全
く
正
し
い
も
の
で
あ
り
、彼
は
、既
に
三
十
年
前
に
、生
命
の

本
質
が
物
質
で
あ
る
こ
と
を
分
子
生
物
学
の
立
場
か
ら
説
明
し

て
い
る
。
ま
た
、生
物
の
特
徴
は
、D
N
A
に
基
づ
く
個
体
の
再

生
で
あ
り
、こ
の
再
生
の
過
程
は
、全
く
必
然
的
に
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
、そ
し
て
、そ
の
D
N
A
は
全
く
偶
然
に
書
き
換
え
ら

れ
る
事
を
示
し
て
い
る
。こ
の
偶
然
が
、必
然
と
な
り
繰
り
返
さ

れ
る
の
が
生
物
の
進
化
で
あ
る
。
人
間
が
思
索
し
、創
造
し
て
い

く
能
力
は
、進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、人
類
の

祖
先
が
あ
る
時
、何
か
を
思
い
描
こ
う
と
し
た
こ
と
が
そ
の
進
化

の
ベ
ク
ト
ル
を
作
っ
た
と
し
て
い
る
。D
N
A
の
書
き
換
え
は
全
く

偶
然
に
お
こ
る
も
の
だ
が
、進
化
に
は
方
向
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
興
味
深
い
。
魚
が
、あ
る
時
、陸
地
を
目
指
し
た
か
ら
こ
そ
、

両
生
類
が
生
ま
れ
、や
が
て
人
類
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
説

明
で
あ
る
。
現
在
の
D
N
A
に
関
す
る
研
究
の
進
歩
は
、人
間
の

進
化
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
最
初
に
示
し
た
よ
う
に
、

二
十
一
世
紀
は
、人
間
と
分
子
生
物
学
の
時
代
で
あ
り
、初
期

の
分
子
生
物
学
者
が
残
し
た
こ
の
本
を
も
う
一
度
読
み
直
し
て

み
る
の
は
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。こ
の
本
は
、フ
ラ
ン
ス
語

で
書
か
れ
、多
く
の
国
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
に
は
、慶

應
塾
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺
格
氏
な
ど
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
い

る
。
渡
辺
先
生
は
、日
本
人
で
た
だ
一
人
ノ
ー
ベ
ル
生
理
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
利
根
川
進
氏
の
京
都
大
学
時
代
の
恩

師
で
あ
り
、日
本
の
分
子
生
物
学
の
生
み
の
親
的
存
在
と
し
て

も
有
名
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
モ
ノ
ー
、渡
辺
格
、利
根
川
進
は
い

ず
れ
も
化
学
の
出
身
で
あ
る
。
生
命
が
物
質
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、二
十
一
世
紀
に
お
け
る
化
学
の
役
割
は
益
々

大
き
な
も
の
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

BOOK
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第１１回�

大
学
を
卒
業
後
、私
は
学
生
時
代
か
ら
温
め
て
い

た
思
い
を
胸
に
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
方
向
づ
け
を
行
い
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
提
案
し
て
い
く
仕
事
は
、
私
の
望
ん
で
い
た
も

の
で
あ
り
、続
け
て
い
け
ば
必
ず
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き

る
と
い
う
実
感
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、朝
八
時
か
ら
夜
十
一
時
ま
で
続
く
集
計
・

分
析
ワ
ー
ク
に
、体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
が

自
分
の
中
に
た
ま
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
上
司
に
お
願
い
し
て
、
週
一
日

だ
け
定
時
退
社
さ
せ
て
も
ら
い
、仏
語
会
話
教
室
に

通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
教
室
で
出
会
っ
た
の

が
現
在
勤
務
す
る
航
空
会
社
の
先
輩
に
あ
た
る
方

で
し
た
。

国
際
線
の
客
室
乗
務
員
と
い
う
華
や
か
な
職
業

そ
の
ま
ま
に
、
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
仕
事
で
訪
れ

た
国
々
の
文
化
に
つ
い
て
語
り
、ワ
イ
ン
に
う
ん
ち
く

を
傾
け
る
そ
ん
な
自
分
と
は
ま
っ
た
く
違
う
生
き
方

に
触
れ
て
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
と
失

う
も
の
。
と
く
に
家
庭
を
持
っ
た
場
合
の
時
間
的
な

制
約
を
考
え
る
と
、ど
う
し
て
も
気
持
ち
が
ぐ
ら
つ

い
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、そ
の
方
の
会
社
が
既

卒
採
用
を
行
う
と
い
う
情
報
を
得
て
、私
も
応
募
し

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
九
九
八
年
の
春
の
こ

と
で
し
た
。

幸
運
に
も
採
用
の
通
知
を
い
た
だ
き
、国
際
線
へ

の
配
属
も
決
ま
り
ま
し
た
。
三
カ
月
間
の
研
修
を
受

け
た
印
象
で
は
、マ
ニュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
非
常
時
の

訓
練
な
ど
、予
想
以
上
に
き
つ
い
も
の
で
、こ
の
思
い

は
飛
行
機
に
搭
乗
し
て
さ
ら
に
強
ま
り
ま
し
た
。
四

日
勤
務
し
て
、三
日
休
む
と
い
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

一
見
ゆ
っ
た
り
と
見
え
ま
す
が
、実
際
に
勤
務
し
て

み
る
と
時
差
ぼ
け
も
あ
り
、体
が
慣
れ
る
ま
で
は
大

変
で
す
。
し
か
し
、こ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
に
活

か
す
の
が
、私
の
当
初
か
ら
の
願
い
で
し
た
。
仕
事
に

慣
れ
た
二
年
目
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
始
め
、ま
ず

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
習
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、語
学
に
つ
い
て
も
、英
語
、フ
ラ
ン
ス
語

先輩たち が仕事を通して見た「社会」とは？
「生きる」 ことの意義とは？
れぞれ違 う先輩の声に耳を傾けながら、
ランと学 生生活の現実を考える機会にしたいものです。

小島　摩希子さん
【1997年法学部卒業】

全日本空輸株式会社客室本部成田客室部所属客室乗務員

一見しとやかに見える小島さんだが、

「熱い学生時代を送りました」と語る

ように、行動的な学生だったようだ。

電気研究会の活動のほか、もっとい

ろいろな人と知り合いたいと函館キ

ャンプに参加し、現地解散後、有志

の仲間たちと北海道一周も体験。ゼ

ミの学友たちと、夜を徹して議論す

ることもしばしばあったそうだ。話

題は、主に日本の政治経済からちょ

っとした身近なことまで様々。そん

な小島さんが「学生時代を京都で過

ごせたことは、私の何よりの財産で

す」と語ってくれた。

に
加
え
、タ
イ
語
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

理
由
は
と
て
も
単
純
で
、お
客
様
と
し
て
お
迎
え
す

る
タ
イ
の
人
々
に
好
印
象
を
抱
い
た
か
ら
で
す
。
大

学
の
ゼ
ミ
で
W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）に
つ
い
て
学

ん
だ
私
に
と
っ
て
、
諸
外
国
を
ま
わ
り
、
身
近
に
異

文
化
を
体
験
で
き
る
環
境
は
と
て
も
魅
力
的
で
刺

激
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
自
分
を
高
め
て
い
け
そ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
職
業
に
つ
い
て
想
像
す
る
の
は
、や

は
り
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
職
業
を
選
ん
で

も
、
必
ず
と
言
え
る
ほ
ど
現
実
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
、も
う
一
度
自
分
の
原
点
に
も

ど
っ
て
考
え
直
す
余
裕
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

一
旦
決
め
た
ら
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
頑
張
り
抜
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
壁
を
乗
り
越
え
る
力
に
な
っ

て
く
れ
る
の
は
、
学
生
時
代
に
何
か
に
打
ち
込
み
、

や
り
遂
げ
た
自
信
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、

「
学
生
時
代
、
私
は
こ
れ
を
や
っ
た
」と
言
え
る
も
の

を
持
っ
て
、
社
会
に
飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
か
ら

国
際
線
客
室
乗
務
員
へ
。

転
職
で
始
ま
る
新
し
い
挑
戦
。

http://www.ryu
gaku-
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シリーズ�

第１１回�

『ONE  PURPOSE』では、さまざまな�
分野で活躍する先輩を訪ね、毎号「私と�
仕事」をテーマにお話を伺っていきます。�

文
学
青
年
と
は
と
て
も
言
え
な
い
私
が
編
集
者

に
な
ろ
う
と
は
、
誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、父
の
書
棚
に
並
ん
だ
書
物
を
な
が
め
な
が
ら
子

供
心
に
芽
生
え
た「
本
を
作
っ
て
み
た
い
」と
い
う
思

い
が
ず
っ
と
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
て
、み
ん
な
が
就

職
活
動
を
は
じ
め
た
頃
に
は
、出
版
業
界
に
就
職
し

よ
う
と
意
を
固
め
て
い
ま
し
た
。マ
ス
コ
ミ
で
な
く
出

版
、し
か
も
良
書
を
発
刊
し
て
い
る
出
版
社
か
ら
の

求
人
は
少
な
く
、根
気
強
く
就
職
活
動
を
続
け
、茶

道
や
日
本
の
伝
統
美
術
に
関
す
る
出
版
物
を
長
年

に
わ
た
り
多
数
発
刊
し
て
き
た
淡
交
社
に
編
集
者

と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。

最
初
の
五
年
間
は
、
主
に
月
刊
茶
道
誌
を
担
当
。

裏
千
家
の
お
家
元
や
若
宗
匠
の
文
化
外
交
に
随
行

し
て
、マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
邸
や
中
国
の

天
安
門
広
場
の
人
民
大
会
堂
に
入
っ
た
り
、ロ
ッ
ク
・

シ
ン
ガ
ー
の
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ガ
ー
と
対
面
す
る
な
ど
、

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
取
材
後
の
、記
事
を
ま
と
め
る
苦
労
と
充
実
感

を
今
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
も

と
も
と
志
し
て
い
た
一
般
書
の
編
集
担
当
と
な
り

ま
し
た
。
単
行
本
は
一
冊
ご
と
が
勝
負
で
あ
り
、自

分
が
携
わ
っ
た
本
が
書
店
の
店
頭
に
並
ぶ
頃
、お
客

様
は
手
に
と
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、と
立
ち
読
み

の
ふ
り
を
し
て
そ
っ
と
反
応
を
う
か
が
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
本
の
一
冊
に
、四
年
以
上
も
自
分
の
中
で

温
め
や
っ
と
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た『
日
本
の
文
学
館

百
五
十
選
』が
あ
り
ま
す
。
地
元
が
生
ん
だ
文
学
者

の
世
界
を
温
か
く
育
ん
で
い
る
文
学
館
を
紹
介
す

る
も
の
で
、文
学
の
魅
力
の
一
面
を
伝
え
る
格
好
の

テ
ー
マ
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。
予
算
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、多
く
の
文
学
館
が
経
営
難
に
あ
え
ぐ

現
状
を
変
え
る
手
助
け
を
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
、原
稿
執
筆
は
各
文
学
館
の
学
芸
員
の
方
に
お
願

い
し
、
存
分
に
館
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
本
は
そ
こ
そ
こ
の
売
れ
行
き
で
、
担
当
者

と
し
て
は
ひ
と
安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
出
版

人
と
し
て
私
は
、”良
書
は
必
ず
人
の
心
に
届
く
“
と

信
じ
て
い
ま
す
が
、出
版
も
営
利
活
動
で
す
か
ら
事

業
と
し
て
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
執
筆

者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
と
の
意
見
調
整

に
し
ば
し
ば
苦
労
す
る
の
も
こ
の
点
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
、皆
の
意
向
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
ひ
と
つ
の
本

に
ま
と
ま
っ
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

私
は
熱
心
な
読
書
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寝
っ
転

が
り
な
が
ら
読
ん
だ
一
冊
の
文
庫
本
に
人
生
観
さ

え
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
伝
統
芸
術
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で

す
が
、編
集
者
と
し
て
そ
の
精
神
に
触
れ
る
た
び
に
、

住
み
慣
れ
た
京
都
の
風
景
が
違
っ
て
見
え
、つ
ね
に

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

出
版
業
界
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
就
職
が
決
ま
ら

ず
、
同
じ
業
界
志
望
の
友
人
た
ち
と
勉
強
会
を
重

ね
て
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
現
在
の
仕
事
。
自
分
が

思
い
描
い
て
い
た
通
り
の
日
々
が
送
れ
る
幸
せ
を
噛

み
し
め
る
と
と
も
に
、後
輩
の
み
な
さ
ん
に
も
自
分

の
進
み
た
い
道
を
見
極
め
、大
き
な
妥
協
を
す
る
こ

と
な
く
ね
ば
り
強
く
目
標
に
突
き
進
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

社会へ出てかれこれ？年。先輩たち が仕事を通して見た「社会」とは？
あるいは「生きる」 ことの意義とは？

歩んだ道も経験もそれぞれ違 う先輩の声に耳を傾けながら、
将来の自分にふさわしいキャリア・プランと学 生生活の現実を考える機会にしたいものです。

本
の
魅
力
を
見
直
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
読
者
の

心
に
届
く
良
書
を

つ
く
り
た
い
。

北原　一平さん
【1993年法学部卒業】
株式会社淡交社　編集局勤務

北原さんは、大学では釣研究会に所

属。高校時代もバドミントンに熱中

するなど、体を動かしているのがと

にかく好きだったという。その一方

で、荻原朔太郎の詩集を愛読したり、

釣研究会が発行する会報『釣川海
つりせんかい

』に

長文を寄稿したり、学生街の喫茶店

でアルバイトをしながら、文化的な

雰囲気に親しんだりと、出版界への

道を着実に準備していたようだ。そ

んな北原さんが今目標としているの

が、ほのぼのとした本で世の中を楽

しませたいということ。「どぎつすぎ

るテーマであおるのとは別の方法で

結果を出したい」と語る。

E-mail：hsaito@sigj.index.or.jp
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お 知 ら せ

『ONE PURPOSE』は、学生のみなさんと大学とのコミュニケ
ーションをはかることを目的として発行しています。本誌に関する
ご意見や企画のご提案、日頃学生生活を送っている中で気づいたこ
とや疑問に思うこと、また悩んでいることなど、ささいなことでも
結構ですので、どしどし広報課までお寄せください。

お便りをお待ちしています

【日　　時】4月13日（金）15時30分開演

（開場は関連プログラムの関係で14時30分とします。）

【場　　所】京田辺校地・多目的ホール

【演　　題】『世界が学びの場』

【講　　師】加藤登紀子さん（歌手、国連環境計画親善大使）

【場　　所】大学会館

【時　　間】16：45分～［1回目］ 19：00～［2回目］

※は別時間帯になります。

日本映画を観る～日本映画の現在進行形

同志社大学通信126号
2001年4月1日（4・6・10・12月年4回）発行

発行　同志社大学 広報課
〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
TEL. 075-251-3120   FAX.075-251-3080
E-mail  ji-koho@mail.doshisha. ac. jp

木曜日は会館ホールへダッシュ!

４月１２日（木）

４月１９日（木）

４月２６日（木）

「ざわざわ下北沢」
監督：市川　準　’00年　105分　主演・北川智子さんトーク予定

「スリ」
監督：黒木和雄　　’00年　112分　

「雨あがる」
監督：小泉堯史　’00年　91分　

５月１０日（木）

５月１７日（木）

５月２４日（木）

「だれも知らない夏の空」
監督：中　治人　’99年　79分　中監督トーク予定

「独立少年合唱団」
監督：緒方　明　’00年　129分　

「ナビイの恋」
監督：中江祐司　’99年　92分　　　　　　　　　　　　　　　　

さわやか、ほろにが、映画の新しい感性

５月３１日（木）

６月７日（木）

６月１４日（木）

６月２１日（木）

「Mr.Pのダンシングスシバー」
監督：田代廣孝　’97年　90分　田代監督講演予定

「カリスマ」
監督：黒沢　清　’99年　103分　

「五条霊戦記」
監督：石井聰瓦　’00年　137分　※16：30～　19：00～

「弟切草」
監督：下山　天　’00年　85分　※13：00～　16：45～

「狗神」
監督：原田眞人　’00年　105分　※14：45～　18：30～

６月２８日（木）「BROTHER」
監督：北野　武　’01年　114分　

７月５日（木） サマーコンサート in 同志社（詳細未定）

日本映画の新たなる展開

サマーコンサート

学生諸君の就職活動支援のため、大阪、東京にオフィスを開設しています。

パソコンでの企業情報検索および時間待ちにぜひご利用ください。

〈大　　阪〉

【住　　所】 〒530-0001大阪市北区

梅田1丁目11番4-300号

大阪駅前第4ビル3階301号

【開室期間】4月2日（月）

～2002年3月30日（土）

【 開 室 日 】月曜日～土曜日

【開室時間】10時30分～18時30分

〈東　　京〉

【住　　所】〒150-0042東京都渋谷区

宇田川町19-5-101

同志社大学東京アカデミー内

（東京山手教会奥）

【電　　話】03-3496-3015

【開室時間】月曜日～金曜日　10時～17時

土曜日 10時～12時
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プログラムはすべて無料です。

映画へのあくなき挑戦

＜ワンパーパス＞
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